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小中学校の耐震補強工事10棟分などを前倒小中学校の耐震補強工事10棟分などを前倒しし

　
新
年
度
の
行
財
政
運
営
の
基
本
と

な
る
予
算
案
に
つ
い
て
ご
審
議
を
い

（
２
面
に
つ
づ
く
）

　
平
成
　
年
第
１
回
定
例
市
議
会
で
、
根
本
市
長
は
３
月
１

25

日
、　
の
政
策
の
柱
を
中
心
に
、
学
校
・
保
育
所
の
耐
震
化
の

10
前
倒
し
実
施
や
空
き
家
の
適
正
管
理
に
関
す
る
取
り
組
み
、

早
期
完
了
を
目
指
す
宅
地
除
染
、　
年
度
予
算
案
な
ど
を
報

25

告
し
ま
し
た
。
本
号
で
は
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

千
億
円
規
模
の
補
正
予
算
を
編
成
し
、

　
年
度
予
算
と
一
体
的
に
、
い
わ
ゆ

25る
　
か
月
予
算
を
編
成
し
て
い
ま
す
。

15
　
国
の
予
算
編
成
の
考
え
方
が
通
常

の
年
度
と
異
な
る
た
め
、
市
の
予
算

編
成
も
　
年
度
に
予
定
し
て
い
た
事

25

業
の
一
部
を
前
倒
し
し
て
　
年
度
に

24

対
応
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、経
済
危
機
対
応
・
地

域
活
性
化
予
備
費
の
補
助
内
示
を
受

け
て
　
年
度
に
予
定
し
て
い
た
小
中

25

学
校
耐
震
補
強
工
事
　
棟
分
と
関
宿

10

中
央
小
学
校
の
下
水
道
接
続
工
事
を

３
月
補
正
に
計
上
し
、
前
倒
し
執
行

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。さ
ら
に
、国

の
補
正
予
算
成
立
後
に
補
助
対
象
と

な
る
見
込
み
の
保
育
所
耐
震
診
断
委

託
料
、舗
装
修
繕
費
、道
路
排
水
整
備

費
、排
水
整
備
費
、学
校
耐
震
補
強
設

計
委
託
料
等
を
追
加
補
正
予
算
案
に

提
案
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
国
の
　
年
度
予
算
は
、　
月
の
政

25

12

権
交
代
に
伴
い
越
年
編
成
と
な
り
ま

し
た
。
１
月
　
日
に
予
算
編
成
に
先

11

立
ち
「
日
本
経
済
再
生
に
向
け
た
緊

国
の
財
政
運
営
と
野
田
市
の

予
算
編
成
の
考
え
方
　
　
　

た
だ
く
議
会
の
開
会
に
当
た
り
、
来

年
度
の
市
政
運
営
の
考
え
方
の
一
端

震災から２年－

日ごろの備えを忘れずに
　平成２３年３月１１日午後２時４６分に発生した東日本大震災では、
野田市でも震度５強を記録し、屋根瓦の落下やブロック塀の倒
壊、堤防・道路・公共施設の損壊など、私たちが今までに経験し
たことのない大きな被害を受けました。
　日ごろから、いつ発生するかわからない首都直下地震などへの
備えを万全にしておくことが大切です。
　家族で連絡方法や避難時の待ち合わせ場所などを決めておくと
ともに、食料などの備蓄品を準備しておくようにしてください。
◆家庭で備蓄を
　市では、災害に備えて避難生活に必要な物資を備蓄しています
が、各家庭でも、最低３日分の水や食料などの生活必需品を備蓄
してください。
①飲用水…１人１日３リットル必要です。
②食料品…簡単に食べられ、長期保存できるもの。 乳児のいる
家では、粉ミルクやほ乳ビンも必要です。
③毛布…寝るときや寒いときに必要です。
④携帯ラジオ…情報収集に必要です。予備の電池も忘れずに用意
してください。
⑤医薬品…けがをしたときの消毒薬や、かぜ薬、胃薬など、普段
使い慣れたものを用意してください。持病のある方は、常用して
いる薬も必要です。
⑥衣類など…下着、着替え、タオル、ティッシュ、石けんなど。
⑦その他…軍手、手袋、懐中電灯、現金・預金通帳などの貴重品
も持ち出せるようにしておいてください。

急
経
済
対
策
」
を
閣
議
決

定
し
、そ
の
内
容
は
、大
胆

な
金
融
政
策
、
機
動
的
な

財
政
政
策
、
民
間
投
資
を

喚
起
す
る
成
長
戦
略
の「
三

本
の
矢
」と
位
置
付
け
、長

引
く
円
高
・
デ
フ
レ
不
況

か
ら
脱
却
し
、
雇
用
や
所

得
の
拡
大
を
目
指
す
と
い

う
こ
と
で
す
。

　
同
時
に
政
府
は
、　
年
25

度
予
定
の
事
業
の
前
倒
し

執
行
を
行
う
た
め
経
済
危

機
対
応
・
地
域
活
性
化
予

備
費
等
を
活
用
し
て
補
助

内
示
を
行
い
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
緊
急
経
済
対
策
を

盛
り
込
ん
だ
総
額
　
兆
１

13

 平
成
　
年
第
１
回
定
例
市
議
会
市
政
一
般
報
告
 

２５学
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耐
震

  学
校
耐
震
化化
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前
倒
し
実
施

前
倒
し
実
施
やや

空
き

　
  空
き
家家
のの
適
正
管
理

適
正
管
理
へ
の
へ
の
取
り
組
み

取
り
組
み
なな
　
　
どど

報
告

 
報
告



許

は
増
額
と
な
り
１
億
６
千
　
万
円
の

500

赤
字
と
な
り
ま
す
が
、　
年
度
に
実

25

施
予
定
の
事
業
の
前
倒
し
で
、
そ
の

分
　
年
度
の
当
初
予
算
の
プ
ラ
イ
マ

25
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
は
　
億
７
千
　
万
円

12

420

と
大
き
く
黒
字
化
し
、
２
年
間
平
均

す
る
と
財
政
規
律
を
維
持
で
き
た
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
次
に
、　
の
政
策
の
柱
に
つ
い
て

10

　
月
議
会
以
降
の
状
況
を
申
し
上
げ

12ま
す
。

◆
野
田
市
地
域
防
災
計
画
　
　
月
　

12

21

日
に
　
年
度
第
２
回
防
災
会
議
を
開

24

催
し
、
想
定
地
震
や
想
定
被
害
を
大

震
災
の
経
験
を
踏
ま
え
て
、
検
討
し

て
い
た
だ
き
決
定
し
ま
し
た
。

　
野
田
市
に
被
害
を
お
よ
ぼ
す
想
定

地
震
と
し
て
、
中
央
防
災
会
議
の
考

え
方
に
基
づ
き
、
野
田
伏
在
断
層
い

わ
ゆ
る
野
田
隆
起
帯
を
震
源
と
す
る

活
断
層
で
の
地
震
、
茨
城
県
南
部
や

東
京
湾
北
部
を
震
源
と
す
る
プ
レ
ー

ト
境
界
で
の
地
震
、
ど
こ
で
も
起
こ

り
う
る
野
田
市
直
下
を
震
源
と
す
る

地
震
の
４
つ
の
想
定
地
震
を
検
証
し
、

想
定
被
害
を
算
出
し
ま
し
た
。

　
ご
検
討
い
た
だ
い
た
結
果
、「
考
え

ら
れ
る
最
大
の
想
定
を
す
べ
き
」
と

の
ご
意
見
が
多
数
を
占
め
、
最
も
大

き
な
揺
れ
が
想
定
さ
れ
る
野
田
隆
起

帯
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

７
・
０
の
地
震
を
想
定
地
震
と
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
発
災
時
の
条
件
も
、
最
も

大
き
な
被
害
が
想
定
さ
れ
る
冬
の
　18

時
、
毎
秒
風
速
　
メ
ー
ト
ル
の
風
が

15

吹
い
て
い
る
状
況
と
し
ま
し
た
。

　
こ
の
地
震
の
想
定
被
害
は
、
建
物

全
壊
５
千
　
棟
、
半
壊
９
千
　
棟
、

843

382

倒
壊
に
よ
る
死
者
　
人
、
火
災
は
焼

169

失
棟
数
４
千
　
棟
、
焼
失
に
よ
る
死

208

者
　
人
と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

34
　
予
想
以
上
に
大
き
な
被
害
で
、
対

応
策
の
確
認
作
業
に
時
間
を
要
し
て

い
ま
す
が
、防
災
会
議
委
員
か
ら
も
、

追
加
の
ご
意
見
を
頂
き
、現
在
、庁
内

関
係
部
署
や
関
係
機
関
と
の
調
整
を

行
っ
て
お
り
、
年
度
内
に
予
定
し
て

い
た
修
正
作
業
が
遅
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
防
災
会
議
で
修
正
後
の
計

画
素
案
の
了
承
を
得
て
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
を
実
施
し
、
防

災
会
議
で
決
定
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
同
報
系
防
災
行
政
無
線
の
整
備
　

現
在
、
運
用
に
向
け
た
試
験
放
送
や

機
器
の
最
終
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
聴
覚
障
が
い
者
用
や
公
共

施
設
等
に
設
置
す
る
戸
別
受
信
機
は
、

受
信
用
ア
ン
テ
ナ
を
含
め
た
設
置
を

行
い
、
最
終
調
整
を
し
て
い
ま
す
。

◆
災
害
時
協
力
井
戸
　
２
月
　
日
現

15

在
　
件
の
申
出
を
い
た
だ
き
、
水
質

256
検
査
や
登
録
決
定
等
の
手
続
が
終
わ

っ
た
も
の
が
　
件
で
す
。内
訳
は
、飲

229

用
可
能
な
井
戸
水
　
件
、
生
活
雑
用

89

水
　
件
で
す
。ま
た
、手
動
ポ
ン
プ
設

140
置
等
へ
の
助
成
制
度
は
、
２
月
　
日
15

現
在
　
件
の
申
請
を
い
た
だ
き
、
内

43

訳
は
、手
動
ポ
ン
プ
設
置
が
　
件
、発

15

電
機
購
入
が
　
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

28

　
前
回
お
知
ら
せ
し
た
以
降
の
追
加

登
録
　
か
所
は
、
市
報
２
月
１
日
号

75

と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
し
た
。

◆
災
害
時
要
援
護
者
支
援
計
画
　
全

市
域
で
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
自
治

会
、
自
主
防
災
組
織
等
の
合
意
が
形

成
さ
れ
た
地
区
か
ら
順
次
実
施
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
現
時
点
で
新

た
に
自
治
会
等
が
３
団
体
増
え
て
　45

団
体
と
な
り
、
う
ち
個
別
避
難
支
援

計
画
ま
で
整
備
し
た
団
体
が
　
団
体
、

38

要
援
護
者
登
録
者
数
は
　
人
で
す
が
、

262

ま
だ
ま
だ
少
な
い
状
況
で
す
。

　
国
は
要
援
護
者
支
援
を
強
化
す
る

方
向
で
検
討
し
て
い
ま
す
。
現
時
点

で
把
握
し
て
い
る
内
容
は
、
市
町
村

に
要
援
護
者
名
簿
の
作
成
を
義
務
付

け
、
同
意
し
た
対
象
者
の
名
簿
を
消

防
団
、
自
主
防
災
組
織
、
民
生
委
員

な
ど
地
域
で
支
援
主
体
と
な
る
方
に

一
定
の
条
件
の
下
に
事
前
に
提
供
す

る
よ
う
促
す
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で

す
。
基
本
的
に
は
市
の
考
え
方
に
沿

っ
た
も
の
で
、
現
在
進
め
て
い
る
市

の
要
援
護
者
支
援
計
画
づ
く
り
の
考

え
方
に
大
き
な
変
更
は
な
い
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
組

織
率
の
向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

◆
自
主
防
災
組
織
の
結
成
　
自
治
会

等
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
積
極
的
に

支
援
し
て
い
ま
す
。　
月
に
新
た
に

12

１
つ
の
組
織
が
設
立
さ
れ
、　
の
自

159

主
防
災
組
織
と
な
り
、
世
帯
数
で
の

組
織
率
は
　
・
４
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。

45

◆
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る

条
例
の
制
定
　
３
月
　
日
か
ら
パ
ブ

15

リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
を
実
施
し
、

６
月
議
会
に
提
案
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
主
な
内
容
は
、
空
き
家
の

適
正
管
理
の
た
め
に
、
実
態
調
査
、

指
導
、
勧
告
、
命
令
、
公
表
に
関
す

る
条
項
を
規
定
し
ま
す
。
な
お
、
行

政
代
執
行
の
規
定
は
、
財
産
権
の
侵

害
に
当
た
る
と
の
考
え
に
基
づ
き
、

　
こ
の
よ
う
な
前
提
で
編
成
し
た
市

の
　
年
度
予
算
案
は
、
合
併
に
際
し

25
て
市
民
に
約
束
し
た
「
行
政
サ
ー
ビ

ス
は
基
本
的
に
そ
の
水
準
は
落
と
さ

な
い
」
と
い
う
新
市
の
行
政
運
営
の

基
本
的
考
え
方
に
基
づ
き
、
真
に
必

要
な
部
門
に
重
点
配
分
す
る
た
め
に

集
中
改
革
プ
ラ
ン
を
確
実
に
履
行
し

つ
つ
経
費
の
聖
域
な
き
見
直
し
を
行

い
、
新
市
の
将
来
を
見
据
え
て
行
っ

て
き
ま
し
た
。そ
の
結
果
、一
般
会
計

の
予
算
規
模
は
　
億
４
千
　
万
円
と
、

453

400

前
年
度
に
比
し
て
４
・
１
パ
ー
セ
ン

ト
、　
億
５
千
　
万
円
の
減
と
な
っ

19

900

て
い
ま
す
。主
な
減
少
要
因
は
、行
政

改
革
の
推
進
に
よ
る
人
件
費
の
減
に

加
え
、
不
燃
物
処
理
施
設
建
設
事
業

が
終
了
し
た
こ
と
、　
年
度
予
算
へ

24

の
前
倒
し
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
す
。な
お
、　
年
度
予
算
に
前
倒

25

し
分
を
加
え
た
予
算
の
総
額
は
、　24

年
度
当
初
予
算
　
億
　
万
円
を
１
・

473

300

０
パ
ー
セ
ン
ト
上
回
る
　
億
円
弱
に

478

な
る
も
の
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス

は
、
通
常
債
発
行
上
限
額
　
億
４
千

19

万
円
に
対
し
て
　
月
補
正
後
の
発
行

12

予
定
額
が
　
億
９
千
　
万
円
で
、
６

12

640

億
４
千
　
万
円
の
黒
字
で
し
た
が
、

360

　
年
度
予
定
の
学
校
耐
震
補
強
工
事

25等
を
前
倒
し
し
て
実
施
す
る
こ
と
で
、

３
月
補
正
後
の
通
常
債
発
行
予
定
額

防
災
対
策
と
安
全
安
心
な
　

街
づ
く
り
の
推
進
　
　
　
　

同報系防災行政無線で災害情報などを放送



距

（
４
面
に
つ
づ
く
）

最
後
に
、
４
つ
目
は
、
空
き
家
等
で

人
の
生
命
、
身
体
、
財
産
に
急
迫
し

た
危
険
が
あ
り
、
所
有
者
等
が
速
や

か
に
そ
の
危
険
を
防
止
で
き
な
い
と

き
は
、
緊
急
措
置
と
し
て
市
が
防
止

し
、
費
用
を
所
有
者
等
か
ら
徴
収
す

る
こ
と
。な
お
、こ
の
規
定
で
市
に
緊

急
措
置
に
要
し
た
費
用
の
債
権
が
発

生
す
る
た
め
、
所
有
者
等
の
所
在
が

判
明
し
な
い
と
き
は
、
家
庭
裁
判
所

に
相
続
財
産
管
理
人
の
選
任
の
申
立

て
な
ど
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
空
き
家
対
策
に
十
分
な

も
の
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
と

り
あ
え
ず
考
え
う
る
も
の
を
条
例
で

制
定
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
し

た
が
っ
て
、
実
施
後
の
状
況
に
応
じ

て
、改
正
を
行
っ
て
い
く
考
え
で
す
。

　
原
子
力
発
電
所
事
故
後
、
剪
定
枝

等
の
堆
肥
の
生
産
を
停
止
し
て
い
ま

し
た
が
、
剪
定
枝
等
の
放
射
性
セ
シ

ウ
ム
濃
度
が
　
年
７
月
を
ピ
ー
ク
に

23

減
少
し
、
利
用
可
能
な
　
ベ
ク
レ
ル

200

を
下
回
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
１
月
に

堆
肥
化
を
再
開
し
て
い
ま
す
。
今
年

度
の
も
み
殻
牛
ふ
ん
堆
肥
と
剪
定
枝

等
の
堆
肥
の
混
合
堆
肥
生
産
は
、
震

災
前
の
剪
定
枝
等
の
堆
肥
の
在
庫
が

あ
り
、
年
間
約
千
　
ト
ン
を
予
定
し

770

て
い
ま
す
。
１
月
末
現
在
の
販
売
は

　
ト
ン
で
、
春
先
の
需
要
期
に
も
対

900応
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
、
更
に
資
源
循
環

型
農
業
と
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
を

推
進
す
る
た
め
、
稲
わ
ら
を
収
集
し

稲
わ
ら
牛
ふ
ん
堆
肥
と
し
て
、
農
地

に
還
元
す
る
取
組
が
必
要
と
考
え
、

約
　
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
水
田
で
収
集
し
、

15
堆
肥
化
や
水
稲
の
栽
培
試
験
を
実
施

し
ま
し
た
。
試
験
で
は
、
慣
行
栽
培

に
比
べ
収
穫
量
に
差
は
な
く
、
病
害

虫
や
倒
伏
の
被
害
も
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
来
年
度
よ
り
水
田
へ
の
堆
肥

の
供
給
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

◆
ブ
ラ
ン
ド
農
産
物
の
認
定
　
ち
ば

要
な
の
か
な
ど
を
お
考
え
い
た
だ
き
、

コ
ウ
ノ
ト
リ
を
通
し
て
市
が
取
り
組

ん
で
い
る
自
然
保
護
や
再
生
を
ご
理

解
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
愛
称
募
集
は
、
市

内
の
各
小
学
校
に
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示

し
て
、
応
募
用
紙
と
投
入
箱
を
設
置

し
た
上
で
期
間
を
設
け
て
、
強
制
的

に
な
ら
な
い
よ
う
自
由
に
応
募
し
て

い
た
だ
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
の
だ
元
気
市
場
　
１
日
当
た
り
平

均
来
客
数
は
、　
月
　
人
、　
月
　

11

95

12

109

人
、
１
月
　
人
と
増
加
傾
向
で
、　

112

10

月
　
日
に
コ
モ
デ
ィ
イ
イ
ダ
野
田
店

23
が
開
店
し
た
影
響
と
考
え
ら
れ
る
落

ち
込
み
か
ら
回
復
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

◆
移
動
販
売
の
実
施
　
　
月
　
日
に

12

28

生
活
協
同
組
合
パ
ル
シ
ス
テ
ム
千
葉

と
協
働
事
業
の
協
定
を
締
結
し
、
１

月
　
日
か
ら
延
べ
　
日
間
の
内
覧
会

14

10

を
実
施
後
、
１
月
　
日
か
ら
移
動
販

28

売
車「
ま
ご
こ
ろ
便
」の
運
行
を
開
始

し
て
い
ま
す
。
２
月
　
日
ま
で
の
１

20

日
当
た
り
の
平
均
利
用
客
数
は
、
関

宿
北
部
・
中
部
コ
ー
ス
が
　
人
、川
間
・

77

関
宿
南
部
コ
ー
ス
が
　
人
、東
部
・
福

76

田
コ
ー
ス
が
　
人
で
、
多
く
の
方
か

106

ら
「
近
所
で
買
物
が
で
き
る
よ
う
に

設
け
な
い
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
空
き
家
を
減
少
さ
せ
る

支
援
対
策
を
考
え
ま
し
た
。

　
１
つ
目
は
、
空
き
家
バ
ン
ク
制
度

を
創
設
す
る
と
と
も
に
、
空
き
家
の

取
得
や
賃
貸
し
た
者
に
改
修
費
の
一

部
を
支
援
す
る
こ
と
。
２
つ
目
は
、

適
正
に
管
理
さ
れ
ず
、
防
犯
や
防
災

上
周
囲
に
対
し
て
危
険
性
の
高
い
空

き
家
に
つ
い
て
、
そ
の
所
有
者
等
か

ら
当
該
空
き
家
や
そ
の
土
地
の
寄
附

を
受
け
、
市
で
空
き
家
を
除
却
す
る

こ
と
。
３
つ
目
は
、
条
例
の
規
定
に

よ
る
指
導
や
勧
告
に
従
っ
て
空
き
家

を
除
却
す
る
措
置
を
講
じ
る
者
に
、

そ
の
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
こ
と
。

エ
コ
農
産
物
の
認
証
を
受
け
た
も
の

や
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
が
混
合
堆
肥
を

使
っ
て
生
産
し
た
も
の
な
ど
、
優
れ

た
品
質
や
特
性
を
持
っ
た
農
産
物
を

認
定
し
、
１
月
末
現
在
で
　
人
か
ら

230

申
請
い
た
だ
き
、
ブ
ラ
ン
ド
農
産
物

を
認
定
し
て
い
ま
す
。
更
に
認
定
件

数
を
増
や
す
た
め
生
産
者
の
方
々
に

周
知
を
図
り
、
野
田
ブ
ラ
ン
ド
農
産

物
の
宣
伝
や
販
路
拡
大
等
の
取
組
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
シ
ン
ボ
ル
と
し
た

安
全
・
安
心
の
地
域
再
生
、自
然
再
生

の
取
組
　
２
月
９
日
に
江
川
地
区
で

飼
育
し
て
い
る
特
別
天
然
記
念
物
の

コ
ウ
ノ
ト
リ
を
一
般
公
開
し
ま
し
た
。

　
２
月
　
日
現
在
、　
人
の
方
に
見

20

620

学
い
た
だ
き
ま
し
た
。
コ
ウ
ノ
ト
リ

は
ど
う
い
う
鳥
な
の
か
、
な
ぜ
野
生

の
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
一
度
絶
滅
し
て
し

ま
っ
た
の
か
、
市
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
か

ら
生
ま
れ
た
子
ど
も
を
野
生
に
帰
す

た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
取
組
が
必

持
続
可
能
な
農
業
の
確
立
と

生
物
多
様
性
の
充
実
　
　
　

   東日本大震災義援金の
　　　　　  受付期間を延長　

　日本赤十字社を通じた「東日本大震災義援金」には、３月
１３日現在、５２,９３６,５３９円が集まりました。ご協力いただきまし
た皆さんの善意に対し、あらためてお礼を申し上げます。
　なお、引き続き被災地の復興のために、義援金の受付期間
を延長しましたので、皆さんのご協力をお願いします。
■市の窓口での受付（土・日・祝日・施設休館日を除く）
【期間】平成２６年３月３１日月まで
【時間】８時３０分から１７時１５分まで
【場所】社会福祉課（市役所１階１３番窓口）、関宿支所、各
　　　　出張所、公民館（野田は除く）、福祉会館
　※募金箱も各受付場所（市役所は総合案内）に設置しますが、
　　領収書が必要な方は、募金箱には入れず、直接窓口（市役
　　所は社会福祉課）にお越しください
■郵便振替
【期間】平成２６年３月３１日月まで
【口座番号】00140-8-507
【口座名義】日本赤十字社　東日本大震災義援金
　○振替用紙の通信欄に「氏名、住所、電話番号」を明記し、窓口で
　　お受け取りになった半券（受領証）は大切に保管してください
　○郵便局窓口での取り扱いの場合、振替手数料は無料です

中
心
市
街
地
の
再
活
性
化
と

買
物
弱
者
対
策
の
実
施

一般公開中のコウノトリ



鋸

ま
し
た
が
、
本
年
中
に
は
オ
ー
プ
ン

し
た
い
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

食
品
ス
ー
パ
ー
を
中
心
と
し
た
地
元

密
着
型
の
施
設
と
し
て
、
地
域
の
お

客
様
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
品
揃
え
や

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
く
と
の
こ
と

で
、
現
在
、
店
舗
出
店
に
向
け
て
、

県
へ
の
大
規
模
小
売
店
舗
届
出
書
を

提
出
す
べ
く
準
備
を
進
め
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。市
で
は
、店
舗
出
店
に

係
る
関
係
機
関
と
の
調
整
が
ス
ム
ー

ズ
に
運
ぶ
よ
う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

◆
総
合
計
画
の
策
定
　
分
野
別
検
討

組
織
の
検
討
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
、

地
区
別
懇
談
会
、
各
界
懇
談
会
と
い

っ
た
市
民
の
皆
様
の
意
見
や
提
案
を

伺
う
作
業
が
終
了
し
、　
月
　
日
に

10

26

開
催
し
た
第
４
回
総
合
計
画
審
議
会

で
そ
の
内
容
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
お
お
む
ね
月
１
回
、
審

議
会
を
開
催
し
、
市
民
の
意
見
等
を

踏
ま
え
た
上
で
フ
リ
ー
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
と
い
う
形
で
、
委
員
の
皆
様

の
考
え
や
意
見
を
伺
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
審
議
会
で
委
員
や
市
民

か
ら
頂
い
た
ご
意
見
等
を
整
理
し
て

い
た
だ
き
、
人
口
フ
レ
ー
ム
や
都
市

構
造
・
土
地
利
用
の
方
向
の
検
討
も

行
い
、
本
年
秋
に
は
次
期
総
合
計
画

の
骨
格
案
を
作
成
す
る
予
定
で
す
。

◆
学
校
の
耐
震
化
　
本
年
度
中
に
中

央
小
学
校
新
館
な
ど
７
棟
と
宮
崎
小

学
校
な
ど
の
体
育
館
３
棟
の
合
計
　10

棟
の
耐
震
補
強
工
事
の
設
計
を
実
施

し
、
補
強
工
事
等
を
補
正
予
算
案
に

計
上
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
来
年
度

に
予
定
し
て
い
る
　
棟
の
耐
震
補
強

10

工
事
の
設
計
や
宮
崎
小
学
校
教
室
棟

の
一
部
の
改
築
に
伴
う
設
計
は
、
国

の
緊
急
経
済
対
策
に
よ
る
補
正
予
算

を
活
用
し
実
施
し
ま
す
。

◆
川
間
公
民
館
の
改
築
　
川
間
地
区

自
治
会
連
合
会
か
ら
　
人
の
建
設
検

16

討
懇
談
会
委
員
を
ご
推
薦
い
た
だ
き

ま
し
た
の
で
、
第
１
回
目
の
会
議
を

３
月
下
旬
に
開
催
し
、
正
副
委
員
長

を
選
出
後
、
施
設
整
備
の
在
り
方
を

検
討
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
七
光
台
駅
西
土
地
区
画
整
理
事
業

　
　
月
　
日
付
け
で
換
地
処
分
が
公

10

26

告
さ
れ
、
翌
日
か
ら
大
字
が
光
葉
町

一
丁
目
、
同
二
丁
目
、
同
三
丁
目
へ

変
更
と
な
り
ま
し
た
。
併
せ
て
、
約

千
　
余
り
の
筆
の
登
記
は
、
１
月
末

700
で
完
了
し
た
旨
の
通
知
が
千
葉
地
方

法
務
局
か
ら
あ
り
ま
し
た
。
今
後
、

組
合
は
解
散
、
清
算
な
ど
の
手
続
に

入
り
、
西
地
区
の
解
散
を
も
っ
て
、

い
わ
ゆ
る
座
生
３
地
区
の
土
地
区
画

整
理
事
業
、
約
　
ヘ
ク
タ
ー
ル
は
、

141

全
て
完
了
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
２
月
６
日
に
七
光
台
駅
前
に
ベ
ル

ク
ス
野
田
七
光
台
店
が
オ
ー
プ
ン
す

る
な
ど
、
駅
周
辺
で
着
実
に
住
み
や

す
い
ま
ち
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
野
田
市
駅
西
地
区
　
　
月
に
野
田

12

市
駅
前
の
土
地
の
売
買
契
約
を
締
結

し
、１
月
下
旬
か
ら
立
竹
木
、工
作
物

な
ど
の
撤
去
が
始
ま
り
、
３
月
末
に

は
完
了
す
る
予
定
と
聞
い
て
い
ま
す
。

◆
愛
宕
駅
周
辺
地
区
の
整
備
状
況
　

東
地
区
は
、
今
年
度
で
東
駅
前
線
や

駅
前
広
場
の
用
地
買
収
が
完
了
す
る

予
定
で
す
。
築
造
工
事
は
、
駅
前
線

は
　
年
度
、
駅
前
広
場
は
連
立
事
業

25
の
整
備
に
併
せ
て
　
年
度
に
実
施
し

26

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
駅

前
線
や
駅
前
広
場
の
事
業
計
画
が
　24

年
度
ま
で
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

施
行
期
間
を
２
か
年
延
長
し
ま
す
。

　
西
地
区
は
、
西
駅
前
線
が
工
事
完

了
し
、　
月
　
日
に
供
用
開
始
し
ま

11

30

し
た
。
西
口
駅
前
広
場
は
、
関
係
機

関
と
の
協
議
、
調
整
を
図
り
、　
年
25

度
に
事
業
認
可
を
取
得
し
、
事
業
に

着
手
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
　
定
期
巡

回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
１

施
設
、複
合
型
サ
ー
ビ
ス
１
施
設
を
、

６
月
　
日
か
ら
　
月
５
日
ま
で
に
２

25

10

回
募
集
し
ま
し
た
が
、
応
募
者
が
な

く
、
日
常
生
活
圏
域
を
市
内
全
域
に

広
げ
２
月
　
日
か
ら
４
月
　
日
ま
で

25

24

再
度
募
集
を
行
い
、
事
業
者
選
定
に

向
け
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
中
心
市
街
地
へ
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
整
備
や
第
二
の
福
祉
ゾ
ー

ン
へ
の
障
が
い
者
対
応
に
特
化
し
た

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
整
備
の
在

り
方
を
検
討
し
て
い
た
だ
く
外
部
有

識
者
会
議
を
１
月
　
日
に
設
置
し
ま

21

し
た
。
第
１
回
会
議
を
２
月
　
日
と

27

３
月
　
日
に
開
催
し
、
人
員
、
設
備
、

25

運
営
に
係
る
現
状
と
課
題
を
示
し
、

方
向
性
を
委
員
の
皆
様
で
検
討
し
て

い
た
だ
く
予
定
で
す
。
検
討
結
果
を

も
と
に
、
７
月
頃
を
目
途
に
整
備
方

針
を
策
定
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
第
２
次
一
括
法
に
基
づ
き
県
か
ら

移
譲
さ
れ
る
母
子
保
健
法
に
基
づ
く

事
業
　
県
が
実
施
し
て
い
た
２
千
　500

グ
ラ
ム
未
満
で
出
生
し
た
乳
児
の
届

出
受
理
や
訪
問
指
導
は
、
４
月
１
日

か
ら
全
て
市
が
実
施
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。ま
た
、未
熟
児
養
育
医
療

の
給
付
の
手
続
が
４
月
か
ら
児
童
家

庭
課
で
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
行
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
こ
れ
ら

の
事
務
に
関
係
す
る
条
例
案
や
関
連

な
っ
て
ॿ
か
っ
た
」
と
の
੠
を
頂
い

て
お
り
、
買
物
ऑ
者
対
策
と
し
て
成

果
を
上
げ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。移動販売車「まごころ便」を運行中

次
期
総
合
計
画
の
策
定
と

新
市
建
設
計
画
の
確
実
な
実
現

都
市
基
盤
・
生
活
関
連

施
設
の
整
備

福
祉
・
医
療
・
雇
用
の
充
実

◆
中
心
市
街
地
の
再
活
性
化
策
　
２

月
　
日
に
第
２
回
検
討
会
が
開
催
さ

15
れ
ま
し
た
。「
商
業
活
性
化
施
設
の
建

設
が
目
的
で
は
な
く
、
地
元
商
店
街

を
活
性
化
す
る
１
つ
の
手
段
に
す
ぎ

な
い
」と
の
意
見
も
あ
り
、中
心
市
街

地
を
取
り
巻
く
現
在
の
厳
し
い
状
況

を
考
え
る
と
、
商
業
活
性
化
施
設
あ

り
き
の
議
論
で
は
先
に
で
な
い
と
い

う
認
識
で
一
致
し
、
地
元
商
店
街
が

主
体
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
、

次
回
は
、
今
後
の
商
店
街
の
あ
り
方

を
議
論
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。今
後
の
活
発
な
議
論
で
、地
元
商

店
街
と
し
て
の
取
組
目
標
が
明
確
に

示
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

◆
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
の
再
出
店
　

周
辺
住
民
の
方
々
の
根
強
い
要
望
も

あ
り
、
早
期
出
店
を
お
願
い
し
て
き



漁

な
い
方
法
を
至
急
検
討
し
、
保
護
者

の
皆
様
に
説
明
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
残
り
の
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
６
保
育
所
６
棟

も
、
学
校
と
同
様
に
国
の
緊
急
経
済

対
策
の
補
正
予
算
を
活
用
し
て
来
年

度
耐
震
診
断
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

◆
保
育
所
待
機
児
童
の
問
題
　
昨
年

４
月
の
２
園
開
園
で
４
月
の
待
機
児

童
は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
２

月
は
　
人
と
前
年
同
時
期
に
届
く
よ

93

う
な
人
数
で
、
楽
観
で
き
な
い
厳
し

い
状
況
と
考
え
、
保
育
士
不
足
に
よ

る
待
機
児
童
発
生
に
即
応
す
る
た
め
、

年
度
当
初
に
臨
時
保
育
士
を
３
人
加

配
す
る
予
算
案
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

◆
国
民
健
康
保
険
事
業
運
営
　
来
年

度
は
、
単
年
度
収
支
は
マ
イ
ナ
ス
に

な
り
ま
す
が
、
本
年
度
の
剰
余
金
と

国
保
財
政
調
整
基
金
の
全
額
を
活
用

し
、
何
と
か
収
支
が
取
れ
る
見
込
み

で
、
来
年
度
の
国
保
税
の
税
率
改
定

は
行
わ
な
い
こ
と
を
２
月
　
日
開
催

20

の
国
保
運
営
協
議
会
で
報
告
し
、
ご

了
承
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

◆
雇
用
機
会
の
創
出
　
地
域
の
雇
用

失
業
情
勢
が
厳
し
い
中
で
雇
用
機
会

を
創
出
す
る
た
め
、
来
年
度
の
基
金

事
業
と
し
て
本
年
度
の
国
の
予
備
費

を
利
用
し
、
重
点
分
野
雇
用
創
出
事

業
を
拡
充
し
実
施
可
能
と
な
り
ま
し

た
。市
で
は
、雇
用
の
場
を
確
保
し
生

に
い
じ
め
と
認
知
さ
れ
た
件
数
の
う

ち
、
１
月
ま
で
に
小
学
校
　
・
８
パ

95

ー
セ
ン
ト
、
中
学
校
　
・
７
パ
ー
セ

90

ン
ト
が
解
消
し
て
い
る
と
の
結
果
を

得
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
県
の
小
学
校

　
・
３
パ
ー
セ
ン
ト
、
中
学
校
　
・

88

83

８
パ
ー
セ
ン
ト
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
特
に
重
篤
な
問
題
の
案
件

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
解
消
に
向
け
て

取
り
組
み
中
や
ほ
ぼ
解
消
し
た
も
の

の
継
続
し
て
支
援
中
の
も
の
が
小
学

校
６
件
、
中
学
校
３
件
あ
り
、
学
校

を
訪
問
し
、
協
議
を
行
う
な
ど
し
て

解
消
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
い
じ
め
は
絶
対
許
さ

れ
な
い
、
い
つ
ど
こ
で
も
誰
に
で
も

起
こ
り
う
る
、
い
じ
め
ら
れ
て
い
る

児
童
生
徒
を
全
力
で
守
る
と
い
う
ス

タ
ン
ス
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

◆
体
罰
を
含
め
た
教
職
員
の
不
祥
事

　
防
止
の
た
め
常
日
頃
か
ら
指
導
や

研
修
に
取
り
組
み
、
校
長
会
や
教
頭

会
で
、「
公
務
員
の
不
祥
事
は
絶
対
に

許
さ
れ
な
い
も
の
で
、
各
学
校
で
職

員
に
十
分
指
導
を
す
る
よ
う
」
指
導

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
て
の
学
校

で
体
罰
禁
止
を
含
め
た
不
祥
事
防
止

研
修
会
を
実
施
し
、
職
員
の
意
識
の

向
上
と
、
体
罰
を
絶
対
に
起
こ
さ
な

い
風
土
の
構
築
を
指
導
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
各
学
校
で
実
施
し
て
い

予
算
を
今
議
会
に
提
案
し
て
い
ま
す
。

◆
保
育
所
の
耐
震
診
断
　
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
を
除
く
８
つ
の
保
育
所

　
棟
で
実
施
し
た
結
果
、基
準
値
０
・

11３
未
満
が
３
保
育
所
５
棟
、
０
・
３

以
上
０
・
４
未
満
が
１
保
育
所
１
棟
、

０
・
４
以
上
０
・
６
未
満
が
２
保
育

所
２
棟
、
０
・
６
以
上
０
・
７
未
満

が
１
保
育
所
１
棟
、
０
・
７
以
上
が

２
保
育
所
２
棟
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
基
準
値
０
・
３
未
満
の
保
育
所
は
、

あ
た
ご
・
古
布
内
・
尾
崎
保
育
所
で

す
が
、
あ
た
ご
と
古
布
内
は
建
替
え

が
必
要
で
す
。
保
育
を
継
続
し
な
が

ら
園
庭
に
新
園
舎
を
建
て
る
こ
と
は

困
難
で
、
園
児
へ
の
影
響
が
最
も
少

活
の
安
定
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き

不
法
投
棄
巡
回
や
収
集
運
搬
業
務
な

ど
３
事
業
の
予
算
を
計
上
し
、
失
業

者
　
人
の
雇
用
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

17
◆
児
童
生
徒
の
確
か
な
学
力
の
向
上

　
学
力
向
上
専
門
委
員
会
で
頂
い
た

意
見
を
教
育
委
員
会
が
　
年
４
月
に

24

「
学
力
向
上
に
向
け
て
の
提
言
」
と

し
て
ま
と
め
、
本
年
度
は
市
内
各
小

中
学
校
で
実
践
し
て
き
ま
し
た
。

　
２
月
６
日
に
は
、
第
３
回
学
力
向

上
専
門
委
員
会
を
実
施
し
、
市
の
実

践
の
検
証
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
学
力

向
上
へ
の
方
向
性
は
正
し
い
の
で
、

こ
れ
ま
で
の
取
組
を
愚
直
な
ま
で
に

継
続
し
て
行
う
よ
う
ご
意
見
を
頂
き

ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
教
育
委

員
会
で
は
、
最
終
版
の
「
学
力
向
上

に
向
け
て
の
提
言
」
を
ま
と
め
、　25

年
４
月
に
各
学
校
へ
配
布
す
る
と
と

も
に
、
教
職
員
の
意
識
改
革
と
授
業

改
革
を
継
続
し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

◆
い
じ
め
の
問
題
　
早
期
発
見
、
早

期
対
応
が
重
要
と
考
え
、
い
じ
め
実

態
調
査
を
市
独
自
で
年
２
回
実
施
し

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
と
は
別
に
、
昨

年
９
月
に
全
国
一
斉
に
い
じ
め
緊
急

調
査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。さ
ら
に
、

１
月
に
追
跡
調
査
を
実
施
し
、
９
月

　
市
内
で
は
、長
期
間
放
置
さ
れ
、

管
理
不
全
な
状
態
の
空
き
家
が
増

え
、
中
に
は
、
倒
壊
や
不
審
者
の

侵
入
、
放
火
に
よ
る
火
災
発
生
、

犯
罪
の
誘
発
な
ど
の
恐
れ
か
ら
近

隣
住
民
に
不
安
を
与
え
て
い
る
ケ

ー
ス
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
条
例
を

制
定
し
、
空
き
家
な
ど
の
所
有
者

の
責
務
を
明
ら
か
に
し
、
問
題
解

決
に
向
け
、
管
理
不
全
な
空
き
家

の
実
態
調
査
、
所
有
者
な
ど
へ
の

指
導
、
勧
告
、
命
令
な
ど
を
行
え
る

よ
う
に
す
る
予
定
で
す
。

　
条
例
を
制
定
す
る
に
あ
た
り
、
皆

さ
ん
か
ら
意
見
を
募
集
し
、
条
例
に

反
映
さ
せ
る
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ

ン
ト
手
続
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
条
例
案
は
、
市
民
生
活
課
窓
口
や

市
役
所
・
い
ち
い
の
ホ
ー
ル
の
行
政

資
料
コ
ー
ナ
ー
、
各
公
民
館
、
各
図

書
館
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧

で
き
ま
す
。

空
き
家
等
　
　
の 
適
正
管
理
に
関
す
る 
条
例
案
へ

　
　
　
　
　
　
  皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

教
育
の
充
実
と
青
少
年
の

健
全
育
成
の
強
化

（
６
面
に
つ
づ
く
）

　
提
出
方
法
は
、
４
月
　
日
月
ま

15

で
に
、
所
定
の
用
紙
（
任
意
様
式

可
）
に
意
見
を
記
入
し
、
直
接
持

参
（
平
日
）
か
、
閲
覧
場
所
の
意

見
投
函
箱
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
送
信
の
ほ
か
、
フ
ァ
ク
ス
（
思

７
１
２
３
 
１
７
３
７
）、
郵
送

（
最
終
日
の
消
印
有
効
）
で
お
送

り
く
だ
さ
い
。

　
寄
せ
ら
れ
た
意
見
の
概
要
や
意

見
に
対
す
る
市
の
考
え
方
な
ど
は
、

個
人
情
報
を
除
き
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
市
民
生
活
課

－



禦

ら
　
月
　
日
の
床
材
の
含
水
率
が
当

12

25

初
予
定
の
　
％
以
下
と
な
っ
て
い
な

15

い
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
市
で

は
、
修
補
に
は
十
分
な
乾
燥
が
最
も

重
要
と
の
認
識
か
ら
、
含
水
率
が
　15

％
以
下
と
な
る
ま
で
更
に
工
期
を
延

長
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
な
お
、

床
材
の
定
期
的
な
含
水
率
の
測
定
、

工
期
延
長
に
伴
う
床
板
の
経
過
観
察
、

不
具
合
箇
所
の
対
応
は
、
従
前
ど
お

り
受
注
者
が
実
施
し
、
市
へ
報
告
を

行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
総
合
公
園
施
設
改
修
　
体
育
館
屋

根
等
改
修
工
事
実
施
設
計
の
調
査
で
、

外
壁
の
ク
ラ
ッ
ク
・
シ
ー
ル
の
劣
化

等
に
よ
る
雨
漏
り
が
あ
り
、
外
壁
全

体
を
改
修
す
る
必
要
性
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
本
年
度
予
定
し
て
い
た
天
井

改
修
工
事
等
に
代
え
て
、
外
壁
等
の

改
修
工
事
の
実
施
設
計
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
大
体
育
室
の
屋
根
と
外
壁

改
修
工
事
を
　
年
度
と
　
年
度
の
継

25

26

続
事
業
と
し
て
新
年
度
予
算
に
計
上

し
て
い
ま
す
。

◆
文
化
会
館
の
客
席
改
修
工
事
　
改

修
計
画
に
基
づ
き
１
月
　
日
か
ら
７

15

月
　
日
ま
で
実
施
中
で
、
現
在
、
客

15
席
の
椅
子
や
床
の
ピ
ー
タ
イ
ル
等
の

撤
去
が
完
了
し
、
来
年
度
は
客
席
椅

子
の
設
置
等
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
工
事
期
間
中
は
、
文
化
会
館

を
休
館
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

◆
新
清
掃
工
場
建
設
候
補
地
選
定
審

議
会
の
審
議
状
況
　
２
月
９
日
の
第

　
回
審
議
会
で
、
３
つ
の
候
補
地
ま

24で
絞
り
込
ま
れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

候
補
地
選
定
ま
で
に
は
更
に
審
議
会

の
開
催
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◆
野
田
市
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
　

本
体
施
設
が
完
成
し
、
１
月
か
ら
プ

ラ
ン
ト
の
運
転
調
整
を
行
い
な
が
ら
、

ご
み
を
入
れ
な
い
状
態
で
の
無
負
荷

連
続
運
転
を
実
施
し
、
２
月
１
日
か

ら
は
収
集
し
た
不
燃
ご
み
や
不
燃
粗

大
ご
み
を
実
際
に
計
量
し
、
ピ
ッ
ト

に
投
入
し
た
り
、
資
源
物
を
選
別
す

る
た
め
に
、
破
砕
機
や
破
袋
機
、
コ

ン
ベ
ア
等
を
稼
働
さ
せ
、
実
際
の
稼

働
と
同
じ
状
況
で
運
転
を
行
う
「
負

荷
連
続
運
転
」を
実
施
し
て
、施
設
の

状
態
や
性
能
、騒
音
や
振
動
、臭
気
等

の
公
害
防
止
対
策
等
も
確
認
し
ま
し

た
の
で
、
３
月
　
日
に
引
き
渡
し
を

15

受
け
て
、
翌
週
の
　
日
か
ら
操
業
を

18

開
始
し
ま
す
。こ
の
た
め
、不
燃
ご
み

仮
置
場
の
不
燃
ご
み
や
不
燃
粗
大
ご

み
の
受
入
れ
は
３
月
　
日
で
終
了
し
、

15

　
日
か
ら
は
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

18で
受
入
れ
を
行
う
予
定
で
す
。な
お
、

　
人
の
障
が
い
者
雇
用
は
、
リ
サ
イ

16ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
の
実
習
を
経
て
、事

業
者
と
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
は
ー
と
ふ
る
と
の
協
議
で
、　12

人
を
３
月
１
日
付
け
で
、
残
る
４
人

は
４
月
１
日
ま
で
に
順
次
採
用
す
る

予
定
と
聞
い
て
い
ま
す
。

◆
ご
み
減
量
対
策
　
野
田
市
一
般
廃

棄
物
処
理
基
本
計
画（
ご
み
編
）で
、

　
年
度
ま
で
に
基
準
の
　
年
度
に
対

33

22

し
て
、
１
人
１
日
当
た
り
の
排
出
量

の
　
パ
ー
セ
ン
ト
削
減
を
目
指
す
と

30
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
廃
棄
物
減
量

等
推
進
員
代
表
者
会
議
で
、
ご
み
減

量
実
施
施
策
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、

検
討
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
４
月
に
使
用
済
小
型
電
子

機
器
等
の
再
資
源
化
の
促
進
に
関
す

る
法
律（
小
型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
）

が
施
行
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、　
月
　

10

13

日
の
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
時
に
、
廃

棄
物
減
量
等
推
進
員
の
御
協
力
を
い

た
だ
き
、
試
行
回
収
を
実
施
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、　
月
に
は
小
型
電
子

12

機
器
等
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
構
築

協
力
地
域
の
認
定
を
受
け
、
併
せ
て

　
年
度
小
型
電
子
機
器
等
リ
サ
イ
ク

24ル
シ
ス
テ
ム
構
築
実
証
事
業
の
実
施

地
域
に
採
択
さ
れ
た
こ
と
か
ら
使
用

済
小
型
電
子
機
器
等
の
臨
時
回
収
を

２
月
　
日
と
３
月
　
日
に
実
施
し
ま

24

24

す
。
な
お
、
４
月
か
ら
は
小
型
家
電

の
持
ち
込
み
回
収
を
毎
月
第
４
日
曜

日
に
、
不
燃
ご
み
仮
置
場
や
関
宿
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
隣
地
で
実
施
し
、

ご
み
の
減
量
化
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
２
０
０
０
年
の
運
輸
政
策
審
議
会

の
第
　
号
答
申
で
目
標
年
次
の
２
０

18

１
５
年
度
ま
で
に
整
備
着
手
す
る
こ

と
が
適
当
で
あ
る
路
線
と
位
置
付
け

ら
れ
た
亀
有
～
野
田
市
間
の
鉄
道
整

備
は
、
野
田
市
駅
か
ら
つ
く
ば
エ
ク

ス
プ
レ
ス
の
八
潮
駅
ま
で
を
先
行
整

備
す
る
こ
と
で
運
動
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
２
０
１
５
年
が
迫
り
、
国
も

昨
年
度
か
ら
次
期
答
申
を
視
野
に
入

れ
た
調
査
を
す
る
な
ど
、
動
き
が
活

発
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
採
算
性
の
確
保
の
た
め
、

同
時
施
工
の
方
針
で
進
め
て
き
た
東

埼
玉
道
路
も
、
政
権
交
代
後
動
き
が

る
学
校
ධ
Ձ
で
は
、
児
童
生
徒
や
保

護
者
に
ࣗ
༝
な
意
見
記
入
ཝ
を
設
け
、

不
適
切
な
指
導
が
な
い
よ
う
、
ࣗ
ら

の
指
導
の
在
り
方
を
見
直
す
機
会
を

設
け
る
な
ど
の
工
෉
を
し
て
い
ま
す
。

　
仮
に
起
こ
っ
た
場
合
は
、
学
校
で

隠
し
立
て
せ
ず
、
す
ぐ
に
教
育
委
員

会
に
報
告
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
１
月
に
千
葉
県
教
育
委

員
会
が
体
罰
で
児
童
生
徒
保
護
者
か

ら
学
校
へ
の
相
談
件
数
の
調
査
を
行

い
ま
し
た
が
、市
内
小
中
学
校
で
は
、

１
件
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

◆
学
校
給
食
　
１
月
　
日
に
第
２
回

26

学
校
給
食
運
営
委
員
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
学
校
給
食
を
提
供
す
る
幼
稚

園
、
小
学
校
、
中
学
校
の
保
護
者
代

表
の
委
員
に
よ
り
、
市
の
学
校
給
食

の
適
切
な
実
施
に
向
け
、
賄
材
料
費

の
執
行
状
況
確
認
、
給
食
費
未
納
対

策
、
地
産
地
消
推
進
、
さ
ら
に
は
放

射
能
対
応
等
の
食
材
の
安
全
性
も
協

議
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
野
田
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
　
パ

ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
を
実
施

し
、
素
案
の
一
部
を
修
正
し
、
１
月

　
日
の
審
議
会
で
答
申
を
頂
き
策
定

25し
ま
し
た
。
今
後
、
計
画
に
基
づ
き

ス
ポ
ー
ツ
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

◆
春
風
館
道
場
の
床
板
の
修
補
　
震

災
の
影
響
で
工
期
を
本
年
度
末
に
変

更
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
受
注
者
か

不燃ごみの中から資源物を手で選別

ゴ
ミ
の
減
量
と

廃
棄
物
処
理
施
設
の
整
備

東
京
直
結
鉄
道
の
計
画
期
間
内

着
工
に
向
け
て
の
取
組
強
化



魚

化
の
検
討
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

◆
職
員
削
減
計
画
の
進
捗
状
況
　
現

時
点
で
の
本
年
４
月
の
職
員
数
見
込

み
は
千
　
人
で
、
計
画
目
標
の
千
　

56

59

人
を
３
人
上
回
る
削
減
を
達
成
す
る

こ
と
が
で
き
る
予
定
で
す
。

◆
指
定
管
理
者
制
度
　
　
年
度
末
で

24

指
定
期
間
が
満
了
と
な
る
農
産
物
直

売
所
は
現
指
定
管
理
者
の
野
田
市
農

産
物
直
売
所
運
営
組
合
が
法
人
格
を

取
得
し
運
営
体
制
の
強
化
を
図
っ
た

農
事
組
合
法
人
ゆ
め
あ
ぐ
り
野
田
を
、

　
年
度
導
入
予
定
の
木
間
ケ
瀬
保
育

26所
は
、
株
式
会
社
コ
ビ
ー
ア
ン
ド
ア

ソ
シ
エ
イ
ツ
を
指
定
管
理
者
候
補
者

に
選
定
し
ま
し
た
。
あ
お
い
空
は
、

現
指
定
管
理
者
の
あ
お
い
空
運
営
共

同
事
業
体（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
も
い
き
、

社
会
福
祉
法
人
野
田
み
ど
り
会
で
構

成
）
の
代
表
者
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
も

い
き
が
指
定
管
理
者
を
辞
退
す
る
こ

定
、
支
援
施
策
の
具
体
的
計
画
や
事

業
内
容
等
は
明
記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、　
月
５
日
に
国
に
基
本

12

方
針
策
定
に
係
る
進
捗
状
況
な
ど
の

質
問
書
を
提
出
し
ま
し
た
が
、
正
式

な
回
答
が
な
い
こ
と
か
ら
、
２
月
５

日
に
復
興
大
臣
宛
て
に
、
要
望
書
を

提
出
し
ま
し
た
。

　
野
田
市
を
含
む
汚
染
状
況
重
点
調

査
地
域
の
全
て
を
支
援
対
象
地
域
に

指
定
す
る
こ
と
と
、
被
災
者
生
活
支

援
等
施
策
に
、
実
効
性
の
あ
る
具
体

的
な
支
援
策
を
早
期
に
実
施
し
、
費

用
は
全
額
国
の
負
担
と
す
る
こ
と
を

要
望
し
て
い
ま
す
。

　
　
年
度
か
ら
開
始
し
た
戸
建
て
住

24
宅
な
ど
の
私
有
地
等
の
測
定
や
除
染

は
、　
月
　
日
で
申
込
み
を
締
め
切

12

28

り
、４
千
　
世
帯
の
申
込
み
を
頂
き
、

752

１
月
中
に
測
定
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
国
の
基
準
の
測
定
高
１
メ
ー
ト
ル

で
毎
時
０
・
　
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル

23

ト
を
超
過
し
て
い
た
件
数
は
　
世
帯

15

見
ら
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
の
国
交
省

要
望
で
副
大
臣
か
ら
事
業
化
検
討
を

深
度
化
し
、
説
得
力
の
あ
る
資
料
の

作
成
が
必
要
と
の
示
唆
を
受
け
、
期

成
同
盟
会
で
も
会
員
か
ら
そ
の
旨
の

取
組
強
化
の
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、平
成
　
・
　
年
度
の
検

13
14

討
調
査
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
東
埼

玉
道
路
と
の
一
体
整
備
の
手
法
を
具

体
的
に
検
討
す
る
た
め
、
同
盟
会
で

新
年
度
に
八
潮
～
野
田
市
間
の
事
業

と
に
伴
い
社
会
福
祉
法
人
野
田
み
ど

り
会
を
、
総
合
公
園
は
、「
指
定
管
理

者
が
直
接
プ
ー
ル
監
視
業
務
を
行
わ

な
い
場
合
は
、
警
備
業
法
の
適
用
が

あ
る
」
と
の
国
通
知
に
対
応
す
る
た

め
、
現
在
の
プ
ー
ル
監
視
業
務
受
託

事
業
者
の
シ
ン
コ
ー
ス
ポ
ー
ツ
株
式

会
社
を
指
定
管
理
者
に
加
え
、
野
田

市
開
発
協
会
・
シ
ン
コ
ー
ス
ポ
ー
ツ

共
同
事
業
体
を
指
定
管
理
者
候
補
者

に
選
定
し
ま
し
た
。

◆
関
宿
心
身
障
が
い
者
福
祉
作
業
所

　
本
年
度
か
ら
実
施
の
送
迎
サ
ー
ビ

ス
の
効
果
等
も
あ
り
、
利
用
者
の
大

幅
増
が
見
込
ま
れ
、
支
援
員
を
１
人

増
員
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
岩
木
小
学
校
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
　
利
用
者
の
要
望
に
応
え
、

現
在
、休
館
と
し
て
い
る
土
曜
日
と
、

年
末
の
　
、　
日
を
４
月
か
ら
開
館

29

30

日
と
し
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
昨
年
６
月
に
成
立
し
た
「
東
京
電

力
原
子
力
事
故
に
よ
り
被
災
し
た
子

ど
も
を
は
じ
め
と
す
る
住
民
等
の
生

活
を
守
り
支
え
る
た
め
の
被
災
者
の

生
活
支
援
等
に
関
す
る
施
策
の
推
進

に
関
す
る
法
律
」
は
、
い
わ
ゆ
る
理

念
法
で
あ
り
、
支
援
対
象
地
域
の
指

国より厳しい基準で測定

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
直

接
市
政
に
参
加
し
て
い
た
だ
こ
う

と
、
審
議
会
な
ど
に
公
募
委
員
を

導
入
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
野
田
市
児
童
福
祉
審
議

会
や
野
田
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー
運

営
審
議
会
、
野
田
市
立
図
書
館
協

議
会
の
委
員
を
公
募
し
ま
す
。

【
募
集
案
内
】
各
担
当
課
の
窓
口

と
関
宿
支
所
、
南
・
北
・
中
央
の
各

出
張
所
で
配
布

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
可

【
応
募
資
格
】
①
募
集
期
間
の
終
了

日
現
在
、　
歳
以
上
で
選
挙
権
を
有

20

し
、
市
内
に
１
年
以
上
居
住
し
て
い

る
、
②
公
募
に
よ
り
市
の
ほ
か
の
審

議
会
な
ど
の
委
員
に
就
い
て
い
な
い
、

③
市
の
議
員
・
常
勤
職
員
で
な
い
、

児
童
福
祉
や
図
書
館
運
営
な
ど
に

　
　
　
　
　
　
参
加
す
る
委
員
を
公
募

行
政
改
革
の
徹
底

（
８
面
に
つ
づ
く
）

放
射
能
問
題

④
平
日
の
会
議
に
参
加
で
き
る
方

【
応
募
方
法
】
申
込
書
に
各
審
議

会
の
テ
ー
マ
で
作
成
し
た
小
論
文

（
　
字
程
度
・
任
意
の
書
式
も
可
）

800を
添
え
て
、
各
担
当
課
に
郵
送
か

直
接
持
参

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ア
ク
セ

ス
で
き
る
「
ち
ば
電
子
申
請
サ
ー
ビ

ス
」
か
ら
も
応
募
可

　
な
お
、申
込
書
な
ど
の
受
付
後
、

面
接
を
行
い
、
選
考
結
果
は
、
応

募
さ
れ
た
方
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

審
議
会
名

野
田
市
児
童
福
祉
審
議
会

野
田
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー

運
営
審
議
会

野
田
市
立
図
書
館
協
議
会

募
集
期
間

（
消
印
有
効
）

４
月
８
日
月
ま
で

４
月
２
日
火

～
５
月
１
日
水

募
集
人
数

１
人

１
人

１
人

小
論
文（
　
字
程
度
）の

８００

テ
ー
マ
　
　
　
　
　
　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

考
え
て
い
る
こ
と

青
少
年
の
非
行
防
止
と

健
全
育
成
に
つ
い
て

中
高
生
の
読
書
を
推
進
す

る
た
め
の
方
法
に
つ
い
て

担
当
課
（
問
合
せ
）

〒
　
 
８
５
５
０
野
田
市
役
所
児
童
家
庭
課

２７８
－

〒
　
 
８
５
５
０
野
田
市
役
所
青
少
年
課

２７８
－

〒
　
 
０
０
３
５
野
田
市
中
野
台
　
 
１

２７８

１６８

興
風
図
書
館
☎
７
１
２
３
 
７
６
１
１

－

－

－

■募集概要



亨

無
な
ど
に
応
じ
て
、
施
設
ご
と
に
年

に
１
回
か
ら
数
回
の
放
射
能
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
検
査
を
実
施
し
、
放
射
線
量

の
推
移
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

　
公
園
は
、
昨
年
４
月
に
再
度
市
内

全
て
で
放
射
線
量
を
測
定
し
、
基
準

を
超
過
し
て
い
た
公
園
の
除
染
は
完

了
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
園
路
沿

い
、
樹
木
の
下
、
遊
具
の
下
の
雨
だ

ま
り
等
で
放
射
線
量
が
高
く
な
っ
て

き
て
い
る
箇
所
の
随
時
除
染
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
市
内
の
全
小
中
学
校
の
通
学
路
に

お
け
る
、
い
わ
ゆ
る
「
黒
い
物
質

（
土
）」
の
除
染
は
、
現
地
確
認
の
結

果
　
か
所
の
う
ち
国
道
や
県
道
に
該

210
当
す
る
　
か
所
の
測
定
結
果
の
情
報

29

提
供
を
千
葉
国
道
事
務
所
や
東
葛
飾

土
木
事
務
所
野
田
出
張
所
に
行
い
、

残
り
　
か
所
の
う
ち
、
２
月
　
日
現

181

15

在
で
　
か
所
の
除
染
を
終
了
し
、
年

177

度
内
の
除
染
完
了
を
目
標
に
対
応
し

て
い
き
ま
す
。

　
今
後
も
、
空
間
放
射
線
量
が
市
の

基
準
を
超
え
て
い
る
箇
所
は
、
随
時

除
染
を
実
施
し
て
い
く
考
え
で
す
。

　
福
田
地
区
の
学
校
４
校
と
保
育
所

２
か
所
の
想
定
年
間
積
算
線
量
を
計

算
し
た
と
こ
ろ
、
０
・
　
か
ら
０
・

117

　
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
ま
で
で
、
年
間

480１
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え
る
学
校

や
保
育
所
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
保
育
所
、
こ
だ
ま
学
園
、
あ
さ
ひ

育
成
園
、
公
立
幼
稚
園
、
公
立
小
中

学
校
の
給
食
食
材
は
、
引
き
続
き

「
調
理
前
給
食
食
材
検
査
」
と
「
調

理
後
１
食
ま
る
ご
と
検
査
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。　
月
か
ら
消
費
者
庁

10

の
貸
与
検
査
機
器
が
２
台
に
な
り
、

検
査
品
目
を
増
や
す
と
と
も
に
、
認

可
外
保
育
施
設
や
私
立
幼
稚
園
の「
調

理
後
１
食
ま
る
ご
と
検
査
」
も
希
望

に
応
じ
実
施
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、

こ
の
貸
与
検
査
機
器
を
利
用
し
て
　10

月
か
ら
始
め
た
野
菜
や
飲
用
井
戸
水

な
ど
の
市
民
持
込
検
査
は
、
２
月
　15

日
ま
で
に
　
件
の
測
定
を
行
い
、
そ

268

の
う
ち
自
家
栽
培
の
し
い
た
け
１
検

体
が
国
の
基
準
値
を
超
え
て
い
た
の

で
、
本
人
に
注
意
喚
起
を
促
し
て
い

ま
す
。
そ
の
他
の
検
査
結
果
は
、
現

在
ま
で
、
い
ず
れ
も
国
の
基
準
値
以

内
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
野
菜
等
の
検
査
は
県
で
進
め
て
お

り
、野
田
市
産
の
大
豆
、ゆ
ず
等
の
　30

品
目
　
検
体
の
検
査
で
は
原
木
露
地

91

栽
培
の
し
い
た
け
が
出
荷
自
粛
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
他
の
野
菜
や

穀
類
は
基
準
値
を
下
回
っ
て
い
ま
し

た
。ま
た
、市
の
独
自
検
査
で
も
　
月
11

　
日
以
降
に
、み
か
ん
、か
り
ん
、
き

20ん
か
ん
等
の
６
品
目
の
検
査
を
行
い
、

結
果
は
い
ず
れ
も
基
準
値
以
下
で
す
。

　
今
後
も
農
産
物
や
農
地
の
土
壌
を

対
象
に
、
市
内
全
域
で
き
め
細
か
く

検
査
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　
堆
肥
セ
ン
タ
ー
は
、
搬
入
さ
れ
た

剪
定
枝
等
か
ら
、
１
キ
ロ
グ
ラ
ム
当

た
り
　
月
は
　
ベ
ク
レ
ル
、
１
月
は

12

180

　
ベ
ク
レ
ル
、
２
月
は
　
ベ
ク
レ
ル

98

82

の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
検
出
さ
れ
、

堆
肥
化
の
目
安
と
な
る
　
ベ
ク
レ
ル

200

を
連
続
し
て
下
回
っ
た
こ
と
か
ら
、

１
月
に
搬
入
さ
れ
た
剪
定
枝
等
か
ら

堆
肥
化
を
再
開
し
て
い
ま
す
。
今
後

も
検
査
を
行
い
、
適
切
に
対
応
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
道
路
側
溝
汚
泥
は
、
中
間
処
理
後

の
汚
泥
の
放
射
能
濃
度
を
　
月
８
日
、

11

１
月
　
日
の
２
回
測
定
し
た
と
こ
ろ
、

25

１
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
２
千
　
か
ら

911

２
千
　
ベ
ク
レ
ル
ま
で
で
あ
り
、
国

914

の
埋
立
基
準
で
あ
る
８
千
ベ
ク
レ
ル

を
大
き
く
下
回
っ
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
２
月
　
日
現
在
の
道
路
側

15

溝
清
掃
の
状
況
は
、
昨
年
度
の
積
み

残
し
分
や
除
染
も
含
め
要
望
件
数
　505

件
に
対
し
、
清
掃
済
み
が
　
件
と
な

463

っ
て
い
ま
す
。

　
一
般
廃
棄
物
焼
却
施
設
の
焼
却
灰

の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
濃
度
測
定
は
、

２
月
ま
で
、
清
掃
工
場
、
第
二
清
掃

工
場
、
関
宿
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

３
施
設
と
も
国
の
埋
立
基
準
を
大
幅

に
下
回
る
も
の
で
、
市
外
の
最
終
処

分
場
で
埋
立
て
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、　
年
１
月
か
ら
毎
月
１
回
３

24

施
設
の
敷
地
境
界
等
の
空
間
放
射
線

量
を
継
続
し
て
測
定
し
て
お
り
、
全

て
の
箇
所
で
毎
時
０
・
　
マ
イ
ク
ロ

23

に
ཹ
ま
っ
た
も
の
の
、
市
の
基
準
の

測
定
高
５
セ
ン
ν
メ
ー
ト
ル
で
超
過

し
た
件
数
は
２
千
　
世
帯
で
、
測
定

741

件
数
の
約
　
パ
ー
セ
ン
ト
が
市
の
基

58

準
を
超
過
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

除
染
࡞
業
は
、
市
の
基
準
を
超
過
し

た
千
　
世
帯
か
ら
除
染
申
請
が
あ
り
、

785

２
月
　
日
現
在
、千
　
世
帯
　
・
８
パ

15

620

90

ー
セ
ン
ト
の
除
染
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
　
年
度
内
の
除
染
完
了
を
目
指
し
、

24
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

た
だ
し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
た
た
き

等
の
除
染
は
、
回
収
型
高
圧
洗
浄
で

市
で
検
証
し
た
と
こ
ろ
、
洗
浄
後
で

も
市
の
基
準
を
満
足
す
る
結
果
と
な

ら
ず
、
洗
浄
後
の
排
水
処
理
の
問
題

が
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
本
年

度
中
に
除
染
完
了
が
難
し
い
状
況
で
、

新
た
な
除
染
方
法
が
確
立
さ
れ
る
ま

で
様
子
を
見
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

野菜や井戸水の市民持込検査を実施

◆社会福祉施設整備基金指定寄
附金…葛１０万円＝野田商工会議所
女性会（中野台）葛１０万円＝ 良惠男 

よ い と こ

会会長中野教吾様（宮崎）
◆災害対策費指定寄附金…葛
１８５,２１３円＝花山流則寿会代表花
山琴則華様及び野田どじょっこの
会代表小山則子様（七光台）
◆災害時の非常用飲料水…葛ペッ
トボトル入り飲料水２リットル１,２００
本（１２万円相当）＝株式会社サンベ
ルクス代表取締役社長鈴木秀夫様
（足立区）
◆みどりのふるさと基金指定寄附
金…葛１００万円＝佐藤健一様及び 
佐藤玲子様（山崎貝塚町）
◆青木半治杯第６４回中学校対抗
銚子半島一周駅伝大会で優勝した
南部中学校の学校教育物品購入の
ため…葛１０万円＝ちば東葛農業協
同組合代表理事組合長勝田実様
（柏市）

寄　附

天地返しを基本に宅地を除染

　
市
内
公
共
施
設
等
の
測
定
や
除
染

は
、
子
ど
も
関
連
施
設
以
外
も
含
め

お
お
む
ね
終
了
し
、
除
染
実
施
の
有



享

は
、
柏
廃
材
処
理
セ
ン
タ
ー
を
中
心

に
半
径
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
の
地

域
や
比
較
対
象
の
４
地
域
の
全
世
帯

と
在
勤
者
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
票

を
配
布
し
、
回
答
は
３
月
末
ま
で
に

集
計
す
る
予
定
で
す
。

　
公
害
等
調
整
委
員
会
の
関
係
は
、

被
害
者
の
会
弁
護
団
で
は
、
３
月
上

旬
を
目
途
に
、
申
請
人
を
　
人
程
度

15

増
や
す
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
弁
護
団
の
情
報
で
は
、
同
委
員

会
裁
定
委
員
は
、
破
砕
処
理
施
設
か

ら
発
生
す
る
揮
発
性
有
機
化
合
物（
Ｖ

Ｏ
Ｃ
）
で
は
な
く
、
焼
却
処
理
施
設

か
ら
発
生
す
る
Ｖ
Ｏ
Ｃ
を
重
視
し
て

い
る
よ
う
で
あ
る
と
の
こ
と
で
、
弁

護
団
で
は
、
破
砕
処
理
施
設
か
ら
の

Ｖ
Ｏ
Ｃ
に
加
え
、
焼
却
処
理
施
設
か

ら
の
Ｖ
Ｏ
Ｃ
と
健
康
被
害
と
の
因
果

関
係
も
主
張
し
て
い
く
方
向
で
検
討

を
始
め
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。な
お
、

同
委
員
会
専
門
委
員
は
、「
本
態
性
多

種
化
学
物
質
過
敏
状
態
」
の
理
論
に

批
判
的
な
立
場
に
属
し
、
中
立
的
な

意
見
を
期
待
で
き
な
い
た
め
、
専
門

委
員
に
不
適
当
で
あ
る
と
し
た
弁
護

団
の
主
張
は
認
め
ら
れ
ず
、
同
委
員

会
の
案
ど
お
り
決
定
し
た
と
の
連
絡

が
あ
っ
た
と
の
こ
と
か
ら
、
弁
護
団

で
は
、
一
層
の
危
機
感
を
持
っ
て
取

り
組
ん
で
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

◆
公
共
施
設
の
有
効
活
用
　
太
陽
光

発
電
設
備
の
設
置
に
係
る
「
屋
根
貸

し
事
業
」
を
導
入
し
ま
す
。
神
奈
川

県
や
埼
玉
県
で
受
注
実
績
を
持
つ
株

式
会
社
グ
ッ
ド
エ
ネ
ジ
ー
が
立
ち
上

げ
た
ソ
ー
ラ
年
金
株
式
会
社
に
対
し
、

小
中
学
校
の
屋
上
や
体
育
館
の
屋
根

な
ど
　
施
設
、　
か
所
を
貸
し
出
し
、

14

31

年
間
で
約
　
万
円
の
賃
料
収
入
を
見

140

込
ん
で
い
ま
す
。
今
後
、
本
年
度
末

ま
で
に
経
済
産
業
省
や
東
京
電
力
の

許
認
可
等
の
手
続
を
経
て
、
発
電
設

ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
　
　
年
４
月

23

６
日
か
ら
国
の
全
額
補
助
で
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
本
年
度
末
で

終
了
し
ま
す
。来
年
度
は
、国
の
生
活

困
窮
者
自
立
促
進
支
援
モ
デ
ル
事
業

に
引
き
継
が
れ
ま
す
。こ
の
事
業
は
、

パ
ー
ソ
ナ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
モ
デ
ル
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
の
個
別
的
・
継
続

的
・
包
括
的
な
支
援
、
伴
走
型
の
支

援
を
継
承
し
つ
つ
、
訪
問
型
支
援
を

重
視
し
た
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
の
設

置
や
中
間
的
就
労
の
場
の
提
供
、
家

計
再
建
支
援
な
ど
の
実
施
が
主
な
柱

で
す
。
市
で
は
、
こ
の
モ
デ
ル
事
業

に
対
応
す
べ
く
、
訪
問
型
支
援
を
重

視
し
た
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、

引
き
続
き
パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
を
設
置
し
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、現
時
点
で
は
、国
の
モ
デ
ル

事
業
の
募
集
要
領
な
ど
詳
細
が
示
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
今
後
も
国
の

動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
事
業
実
施

に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

◆
女
流
名
人
位
戦
　
１
月
　
日
、
関

20

根
名
人
記
念
館
対
局
室
で
、
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
杯
第
　
期
女
流
名
人
位
戦
五

39

番
勝
負
、
第
２
局
が
、
里
見
香
奈
女

流
名
人
と
挑
戦
者
の
上
田
初
美
女
王

と
で
行
わ
れ
、大
熱
戦
の
結
果
、上
田

女
王
が
勝
利
し
ま
し
た
。
開
催
に
際

し
て
の
地
元
関
根
金
次
郎
支
部
の
皆

様
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

シ
ー
ベ
ル
ト
未
満
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
月
　
日
に
開
催
し
た
市
民
説
明

12

18

会
に
は
　
人
の
参
加
が
あ
り
、
こ
れ

42

ま
で
の
市
の
取
組
、
健
康
被
害
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
説
明
、
質
疑
応
答
が

な
さ
れ
、
参
加
者
か
ら
は
、
市
の
取

組
を
評
価
す
る
一
方
、
問
題
の
長
期

化
を
不
安
視
す
る
意
見
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
。
市
で
は
、
今
後
も
随
時
、

市
民
説
明
会
で
情
報
提
供
を
行
い
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト

備
を
設
置
し
売
電
の
開
始
に
伴
い
賃

料
を
納
め
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

◆
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
　
広
く
ま
ち
づ
く
り
を

行
う
市
民
団
体
を
支
援
す
る
た
め
の

施
設
と
し
て
１
月
　
日
に
新
体
制
で

17

の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
業
務
を
開
始

し
ま
し
た
。
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
へ
の

登
録
団
体
は
、
２
月
　
日
現
在
　
件

15

62

と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
セ
ン

タ
ー
に
配
置
し
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
の
相
談
や
登

録
団
体
へ
の
市
民
活
動
に
関
す
る
法

律
の
改
正
な
ど
の
情
報
提
供
、行
政
や

他
の
団
体
・
企
業
と
の
協
働
活
動
支

援
な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、
セ
ン
タ

ー
を
市
民
団
体
の
活
動
の
場
や
交
流

の
場
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

◆
市
営
駐
輪
場
の
定
期
使
用
　
毎

年
、
各
駐
輪
場
窓
口
で
先
着
順
で
受

け
付
け
て
い
ま
し
た
が
、
野
田
市
駅

と
川
間
駅
南
口
は
、
受
付
開
始
早
々

に
定
数
を
超
え
る
状
況
で
す
。
こ
の

た
め
、
平
等
な
施
設
の
利
用
と
い
う

観
点
か
ら
、
事
前
受
付
期
間
を
設
け

募
集
定
数
を
上
回
っ
た
場
合
は
、
抽

選
を
行
う
方
法
に
変
更
し
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
ち
ば
電
子
申
請
サ
ー
ビ

ス
」
か
ら
の
申
込
み
も
受
け
付
け
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

◆
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
モ
デ

　
市
で
は
、
中
国
か
ら
の
飛
来
が

問
題
に
な
っ
て
い
る
微
小
粒
子
状

物
質
「
Ｐ
Ｍ
２
・
５
」
が
、
県
の

指
針
を
超
え
る
可
能
性
が
あ
る
場

合
に
、
同
報
系
防
災
行
政
無
線
に

よ
る
市
内
一
斉
放
送
や
、
ま
め
メ

ー
ル
（
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
登
録

者
）
の
配
信
な
ど
で
皆
さ
ん
に
注

意
喚
起
の
お
知
ら
せ
を
し
ま
す
。

　
ま
た
、
お
知
ら
せ
は
、
県
内
の

測
定
箇
所
の
朝
５
時
か
ら
７
時
ま

で
の
測
定
値
に
よ
り
９
時
以
降
に

行
い
、
注
意
解
除
の
放
送
は
し
ま

せ
ん
。

　
な
お
、
注
意
喚
起
が
出
さ
れ
た

場
合
で
も
、
た
だ
ち
に
全
て
の
方

に
健
康
被
害
が
生
じ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
子
ど
も
や
高
齢

者
、
呼
吸
器
系
や
循
環
器
系
の
疾

患
の
あ
る
方
は
、
次
の
こ
と
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
不
要
不
急
の
外
出
を
避
け
る
、

屋
外
で
の
長
時
間
の
激
し
い
運
動

は
避
け
る
、
換
気
を
控
え
め
に
す

る
、
マ
ス
ク
を
着
用
す
る

【
問
合
せ
】
環
境
保
全
課

微
小
粒
子
状
物
質「
Ｐ
Ｍ
２
・
５
」

　
　
　
注
意
情
報
を
市
内
一
斉
放
送

有
限
会
社
柏
廃
材
処
理

セ
ン
タ
ー
の
健
康
被
害
問
題

諸
般
の
報
告



２月２８日現在で約９４パーセントの除染が完了

平成２５年度
予 算 概 要

　
一
般
会
計
や
特
別
会
計
な
ど
総
額
　
億
２
千
　
万
８
千
円

834

916

と
す
る
平
成
　
年
度
予
算
が
、第
１
回
定
例
市
議
会
で
審
議
さ

25

れ
ま
し
た
。行
政
改
革
の
推
進
に
よ
る
人
件
費
削
減
に
加
え
、

不
燃
物
処
理
施
設
建
設
事
業
が
　
年
度
で
終
了
し
た
こ
と
や

24

学
校
耐
震
化
な
ど
の
　
年
度
３
月
補
正
予
算
へ
の
前
倒
し
で
、

24

一
般
会
計
は
対
前
年
度
比
で
４
・
１
パ
ー
セ
ン
ト
減
の
　
億
４

453

千
　
万
円
と
な
り
ま
し
た
。な
お
、　
年
度
予
算
に
　
年
度
３

400

25

24

月
補
正
予
算
へ
の
前
倒
し
分
を
加
え
た
総
額
は
、　
年
度
当
初

24

予
算
　
億
　
万
円
を
１
・
３
パ
ー
セ
ン
ト
上
回
る
　
億
９
千
　

473

300

478

444

万
６
千
円
と
な
り
ま
す
。本
号
で
は
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■予算規模                             　　    単位：千円、％

△は減を表す

増減率増減額平成２４年度
当 初 予 算

平成２５年度
当 初 予 算区　　分

△4.1△１,９５９,０００47,３０３,000４５,３４４,000一 般 会 計

０.９１８１,５００１９,３９４,３０019,５７５,８００国民健康保険
特 別 会 計

特
　

別
　

会
　

計

３.１１２２,0003,８９６,000４,０１８,000下 水 道 事 業
特 別 会 計

１４.５１９,000１３１,000１５０,000用 地 取 得
特 別 会 計

3.２２６１,９００８,２６５,１００8,５２７,０００介 護 保 険
特 別 会 計

３.９１５,９００４０９,１００4２５,００0次木親野井特定土地区
画整理事業特別会計

１.０１２,２０01,１８０,３００1,１９２,５０0後期高齢者医療
特 別 会 計

１.８６１２,５００３３,２７５,８００33,８８８,３０0小 計

0.８３２,３１３4,１６４,５５５4,1９６,８６８水 道 事 業 会 計

△１.６△１,３１４,１８７８４,７４３,３５５８３,４２９,１６８合 計
詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫詣 警罫罫罫罫罫罫罫詣 警罫罫罫罫罫罫罫詣 警罫罫罫罫罫罫罫詣 警罫罫罫罫

■市税の内訳  　　　　   単位：千円、％

構成比平成２５年度
当 初 予 算区　　分

４３.０9,３４４,２３６市 民 税
４５.９９,９７４,６４１固 定 資 産 税
１.１２３５,６５７軽 自 動 車 税
５.２１,１３７,９２４た ば こ 税
0.0１１特別土地保有税
4.８1,0４０,３３３都 市 計 画 税
100.021,７３２,７９２合 計

詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫詣 警罫罫罫罫罫罫

早
　
　
期 
完
了
を
め
ざ
す
私
有
地
除
染
や

　
  重
度
障
が
い
者
入
所
施
設
整
備
な
　
　
ど 

　
　
～
学
校
・
保
育
所
の
耐
震
化
は
３
月
補
正
予
算
へ
前
倒
し
～

京

　
平
成
　
年
第
１
回
定
例
市
議
会

25

で
、　
年
度
の
一
般
会
計
や
６
つ

25

の
特
別
会
計
な
ど
の
予
算
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
予
算

は
、
一
般
会
計
が
　
億
４
千
　
万

453

400

民
税
が
１
億
４
千
　
万
円
の
増
、
た

200

ば
こ
税
が
１
億
２
千
　
万
円
の
増
と

600

な
る
一
方
で
、
法
人
市
民
税
が
３
千

　
万
円
の
減
、
固
定
資
産
税
が
２
億

900２
千
　
万
円
の
減
と
な
る
こ
と
か
ら
、

200

全
体
と
し
て
は
前
年
度
同
水
準
の
見

込
み
で
す
。
ま
た
、
歳
出
の
扶
助
費

な
ど
の
増
に
伴
い
、
地
方
交
付
税
が

３
億
６
千
　
万
円
の
増
と
な
り
ま
す
。

800

　
こ
の
よ
う
に
厳
し
い
歳
入
状
況
で

し
た
が
、
合
併
時
に
市
民
の
皆
さ
ん

に
約
束
し
た「
行
政
サ
ー
ビ
ス
は
基
本

的
に
そ
の
水
準
を
落
と
さ
な
い
」と
い

う
新
し
い
野
田
市
の
行
政
運
営
の
基

本
的
な
考
え
の
も
と
、
将
来
を
見
据

え
た
予
算
編
成
と
な
る
よ
う
に
、
行

政
改
革
の
実
施
計
画
で
あ
る
「
集
中

改
革
プ
ラ
ン
」を
確
実
に
進
め
、経
費

の
聖
域
な
き
見
直
し
を
行
い
、「
市
民

が
本
当
に
合
併
し
て
よ
か
っ
た
と
思

え
る
ま
ち
づ
く
り
」を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、　
年
度
は
、
国
の
緊
急
経

25

済
対
策
な
ど
に
よ
る
　
年
度
３
月
補

24

正
予
算
へ
の
前
倒
し
分
も
含
め
て
、

機
動
的
な
財
政
運
営
に
よ
り
、
即
効

性
の
あ
る
事
業
効
果
を
実
現
す
べ
く

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
主
な
事
業
　

◎
議
会
費

　
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
管
理
委

託
な
ど

◎
総
務
費

　
総
合
計
画
審
議
会
／
自
治
会
集
会

施
設
整
備
事
業
補
助
金
／
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
運
行
事
業
／
コ
ン
ビ
ニ
収

納
代
行
業
務
委
託
な
ど

◎
民
生
費

◆
社
会
福
祉
関
係
＝
生
活
困
窮
者
自

立
支
援
モ
デ
ル
事
業
／
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
／
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
配

布
事
業
／
地
域
福
祉
計
画
に
関
す
る

市
民
意
識
調
査
／
生
活
保
護
費
／
応

急
仮
設
住
宅
提
供
事
業
な
ど

◆
高
齢
者
福
祉
関
係
＝
地
域
密
着
型

介
護
基
盤
緊
急
整
備
補
助
金
／
ス
マ

ー
ト
ダ
イ
エ
ッ
ト
教
室
事
業
委
託
／

包
括
的
健
康
管
理
シ
ス
テ
ム
運
営
委

託
／
シ
ル
バ
ー
サ
ロ
ン
委
託
な
ど

◆
児
童
福
祉
関
係
＝
保
育
所
耐
震
補

強
事
業
／
子
ど
も
医
療
費
助
成
金
／

未
熟
児
養
育
医
療
給
付
事
業
／
子
育

て
支
援
促
進
事
業
／
養
育
者
支
援
手

当
／
重
症
心
身
障
が
い
児
施
設
整
備

円
で
対
前
年
度
比
で
４
・
１
パ
ー
セ

ン
ト
の
減
、
６
つ
の
特
別
会
計
が
　338

億
８
千
　
万
円
で
１
・
８
パ
ー
セ
ン

830

ト
の
増
、
水
道
事
業
会
計
が
　
億
９

41

千
　
万
８
千
円
で
０
・
８
パ
ー
セ
ン

686
ト
の
増
と
な
り
、
全
体
で
　
億
２
千

834

　
万
８
千
円
、
１
・
６
パ
ー
セ
ン
ト

916の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
の
歳
入
で
は
、
個
人
市



■歳出（一般会計）　　　　　　　　　　　　　    単位：千円、％

増減額平成２４年度
当 初 予 算構成比平成２５年度

当 初 予 算区　　　分

△１８,３７４402,9150.８３８４,５４１議 会 費
△３１７,６４１4,289,998８.８３,９７２,３５７総 務 費
４７７,５４１16,679,695３７.８１７,１５７,２３６民 生 費

△1,６５６,６７８5,537,167８.６３,８８０,４８９衛 生 費
△３,８０５83,6080.2７９,８０３労 働 費
△４２,７９１933,2232.0８９０,４３２農 林 水 産 業 費
△７,４７９432,7980.9４２５,３１９商 工 費

△５２２,６９９6,406,65813.０５,８８３,９５９土 木 費
△１６６,９６５1,832,5123.７1,６６５,５４７消 防 費
１２８,８１９4,629,750１０.５4,７５８,５６９教 育 費
△２８,５４６86,8420.１５８,２９６災 害 復 旧 費
１８６,５５４5,039,211１１.５5,２２５,７６５公 債 費
１３,１５３779,120１.７７９２,２７３諸 支 出 金
△８９169,5030.4169,４１４予 備 費

△1,９５９,０００47,３０３,000100.0４５,３４４,000歳 出 合 計
詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫詣 警罫罫罫罫詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫

増減額平成２４年度
当 初 予 算構成比平成２５年度

当 初 予 算区　　　分

△６,３９７２１,７３９,１８９４７.921,７３２,７９２市 税
△５３,１００４７０,７０００.９４１７,６００地 方 譲 与 税
△3,３０２３９,８００0.1３６,４９８利 子 割 交 付 金
△１３９,６１０1,３９９,７００２.８1,２６０,０９０地 方 消 費 税 交 付 金
３,０８４３６,８００0.1３９,８８４配 当 割 交 付 金
△３３２１２,３００0.0１１,９６８株 式 等 譲 渡 所 得 割 交 付 金
２９,３０３１５４,４００0.４１８３,７０３ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金
４８８１２５,１００0.3１２５,５８８自 動 車 取 得 税 交 付 金
２,000１２２,0000.3１２４,000地 方 特 例 交 付 金

３６７,７７８4,４０２,２９１１０.５4,７７０,０６９地 方 交 付 税
２６７２１,９３２0.0２２,１９９交 通 安 全 対 策 特 別 交 付 金
７,８９２５９３,５０８1.3６０１,４００分 担 金 及 び 負 担 金
△２,７９９1,０２４,９５８2.３1,0２２,１５９使 用 料 及 び 手 数 料

△４３４,７８４6,０２０,１３５12.３５,５８５,３５１国 庫 支 出 金
６４,９６３2,４３６,２１２5.５2,５０１,１７５県 支 出 金
２７,１５７１２,３９１0.１３９,５４８財 産 収 入
△5,00２５,１０５0.0１０３寄 附 金
△４７７,１８０1,２９４,５５２1.8８１７,３７２繰 入 金

0850,0001.９850,000繰 越 金
△４９,０２６1,１７０,１２７2.51,１２１,１０１諸 収 入

△１,２９０,４００５,３７１,８００９.０４,０８１,４００市 債
△１,９５９,00047,３０３,000100.0４５,３４４,000歳 入 合 計

詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫詣 警罫罫罫罫詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫

■歳入（一般会計）　　　　　　　　　　　　　    単位：千円、％

△は減を表す

△は減を表す

供

負
担
金
／
あ
お
い
空
短
期
入
所
施
設

設
備
事
業
費
／
ひ
と
り
親
家
庭
・
Ｄ

Ｖ
被
害
女
性
民
間
賃
貸
住
宅
入
居
時

家
賃
等
助
成
事
業
な
ど

◎
衛
生
費

◆
保
健
衛
生
関
係
＝
未
熟
児
検
診
・

訪
問
指
導
／
妊
婦
一
般
健
康
診
査
／

が
ん
検
診
推
進
事
業
／
口
腔
が
ん
検

診
事
業
費
補
助
／
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク

チ
ン
／
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
／
小
児
用
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
／
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
／
四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
な
ど

◆
清
掃
関
係
＝
民
有
地
の
除
染
／
産

業
廃
棄
物
施
設
公
害
防
止
対
策
費
／

太
陽
光
発
電
設
備
補
助
金
／
新
清
掃

工
場
建
設
候
補
地
選
定
支
援
業
務
な
ど

◎
労
働
費

　
無
料
職
業
紹
介
相
談
員
／
職
業
訓

練
法
人
野
田
地
域
職
業
訓
練
協
会
補

助
金
／
障
が
い
者
職
場
実
習
奨
励
金

／
若
年
者
等
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
奨
励

金
／
緊
急
雇
用
対
策
奨
励
金
な
ど

◎
農
林
水
産
業
費

　
持
続
的
農
業
先
導
的
実
践
地
区
整

備
事
業
／
農
産
物
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進

事
業
／
実
需
に
応
え
る
農
産
産
地
強

化
対
策
事
業
補
助
金
／
食
の
安
全・消

費
者
の
信
頼
確
保
対
策
推
進
費
な
ど

◎
商
工
費

◆
商
工
関
係
＝
買
物
弱
者
対
策
／
原

油
価
格
高
騰
対
策
／
中
小
企
業
融
資

借
入
金
信
用
保
証
料
補
助
金
な
ど

◆
観
光
関
係
＝
野
田
夏
ま
つ
り
躍
り

七
夕
事
業
な
ど

◎
土
木
費

◆
道
路
橋
り
ょ
う
・
河
川
関
係
＝
合

併
関
連
事
業
で
の
生
活
道
路
等
整
備

事
業
、
柏
寺
排
水
路
整
備
事
業
、
阿

部
沼
第
一
排
水
区
六
丁
四
反
水
路
改

修
及
び
調
整
池
整
備
／
側
溝
及
び
桝

除
染
委
託
、
汚
泥
処
理
委
託
な
ど

◆
建
築
関
係
＝
耐
震
改
修
促
進
事
業

な
ど

◆
区
画
整
理
関
係
＝
梅
郷
駅
西
土
地

区
画
整
理
事
業
／
野
田
市
駅
西
土
地

区
画
整
理
事
業
な
ど

◆
街
路
関
係
＝
合
併
関
連
事
業
で
の

愛
宕
駅
東
口
交
通
結
節
点
改
善
事

業
、
川
間
駅
北
口
駅
前
広
場
整
備
事

業
、
船
形
吉
春
線
道
路
整
備
事
業
／

中
野
台
中
根
線
整
備
事
業
／
連
続
立

体
交
差
事
業
負
担
金
な
ど

◆
そ
の
他
公
園
関
係
等
＝
江
川
地
区

自
然
環
境
整
備
費
／
生
物
多
様
性
自

然
再
生
事
業
な
ど

◎
消
防
費

　
救
急
救
命
士
養
成
費
／
消
防
救
急

車
両
等
の
更
新
／
消
防
団
分
団
器
具

置
場
建
設
／
６
市
指
令
事
務
協
議
会

負
担
金
／
消
防
救
急
無
線
デ
ジ
タ
ル

化
負
担
金
な
ど

◎
教
育
費

◆
学
校
関
係
＝
合
併
関
連
事
業
で
の

学
校
施
設
耐
震
補
強
事
業
、
小
学
校

空
調
設
備
設
置
事
業
／
小
中
学
校
緊

急
地
震
速
報
受
信
装
置
／
子
ど
も
の

給
食
等
の
安
全
確
保
対
策
推
進
事
業

／
地
域
教
育
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事

業
／
少
人
数
授
業
等
講
師
派
遣
／
サ

タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
事
業
／
オ
ー
プ
ン

サ
タ
デ
ー
ク
ラ
ブ
事
業
／
キ
ャ
リ
ア

教
育
実
践
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
／
ス

ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
配
置
事
業
及
び

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

配
置
事
業
／
教
育
相
談
管
理
運
営
事

業
な
ど

◆
社
会
教
育
・
保
健
体
育
関
係
＝
文

化
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
費
（
客
席
更

新
工
事
）
／
総
合
公
園
整
備
費
な
ど

【
問
合
せ
】
財
政
課
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 自
立
支
援
医
療
や
未
熟
児
養
育
医
療
な
　

　
ど 

   　
　
　
４
月
か
ら
手
続
き
は
市
の
窓
口
で

　
こ
れ
ま
で
、県（
健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
）
で
行
っ
て
い
た
自
立
支
援
医
療

や
未
熟
児
養
育
医
療
費
、
低
出
生
体

重
児
に
関
す
る
手
続
き
は
、
法
律
の

改
正
で
４
月
１
日
か
ら
、
市
の
担
当

課
窓
口
で
行
い
ま
す
。

自
立
支
援
医
療（
育
成
医
療
）

　
　
歳
未
満
で
、
身
体
に
障
が
い
の

18
あ
る
方
な
ど
が
生
活
能
力
を
得
る
た

め
に
必
要
な
医
療
費
の
一
部
を
市
が

負
担
し
ま
す
。

　
申
請
や
受
給
者
証
の
受
領
な
ど
の

手
続
き
は
社
会
福
祉
課
で
受
け
付
け

ま
す
。

　
対
象
者
は
、
保
護
者
が
市
内
在
住

で
、
法
で
規
定
す
る
障
が
い
が
あ
る

か
、
現
在
の
疾
患
を
放
置
す
る
と
障

が
い
を
残
す
と
認
め
ら
れ
る
　
歳
未

18

満
の
児
童
で
す
。

※
重
度
か
つ
継
続
に
該
当
す
る
場
合

を
除
き
、市
町
村
民
税（
所
得
割
）が
　２３

万
５
千
円
以
上
の
方
は
対
象
外
で
す

【
問
合
せ
】
社
会
福
祉
課

未
熟
児
養
育
医
療

　
出
生
時
に
入
院
治
療
を
必
要
と
す

る
未
熟
児
に
、
医
療
費
の
負
担
を
軽

　
市
内
の
ひ
っ
た
く
り
犯
罪
発
生
状

況
は
、
自
治
会
の
皆
さ
ん
の
自
主
防

　
年
は
　
件
、　
年
は
　
件
、

21

76

22

37

　
年
は
　
件
、　
年
は
　
件
と

23

26

24

23

年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
ひ
っ
た
く
り
犯
罪

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や
自
転
車
用
の
防
犯

■野田市駅、愛宕駅、野田橋地区周辺設置箇所

■木間ケ瀬地区周辺の設置箇所

市
駅
、
愛
宕
駅
、
野
田
橋
地
区
周
辺

と
、
木
間
ケ
瀬
地
区
周
辺
に
計
　
台
15

の
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
４
月
１
日
か

ら
運
用
を
開
始
し
ま
す
。

　
防
犯
カ
メ
ラ
は
主
に
公
道
を
　
時
24

間
撮
影
し
、
映
像
は
捜
査
機
関
以
外

に
は
提
供
し
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
防
犯
カ
メ
ラ
は
自
主
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
や
地
域
の
見
守
り
を
補

う
も
の
で
す
。

　
引
き
続
き
、
地
域
の
防
犯
活
動
と

の
相
乗
効
果
で
安
全
・
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
市
民
生
活
課

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

減
す
る
た
め
市
が
給
付
を
行
い
ま
す
。

　
申
請
や
給
付
な
ど
の
手
続
き
は
児

童
家
庭
課
で
受
け
付
け
ま
す
。

　
対
象
者
は
出
生
体
重
が
２
千
グ
ラ

ム
以
下
ま
た
は
、医
師
が
未
熟
性
に
よ

り
入
院
治
療
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
、

指
定
養
育
医
療
機
関
で
入
院
治
療
を

受
け
て
い
る
市
内
在
住
の
児
童
で
す
。

　
な
お
、給
付
を
受
け
る
場
合
、世
帯

の
所
得
税
額
な
ど
の
状
況
で
自
己
負

担
金（
徴
収
金
）の
納
付
が
必
要
で
す
。

　
た
だ
し
、
給
付
申
請
の
際
に
「
申

出
書
」
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、「
子
ど
も
医
療
費
助
成
金
」
と

「
母
子
等
医
療
費
助
成
金
」
の
各
制

度
の
助
成
金
を
充
て
て
納
付
に
替
え

る
こ
と
も
可
能
と
な
り
ま
す
。　

【
問
合
せ
】
児
童
家
庭
課

低
出
生
体
重
児
に
関
す
る
事
業

　
低
出
生
体
重
児
（
出
生
体
重
２
千

　
グ
ラ
ム
未
満
）
の
届
出
や
訪
問
指

500導
、
健
康
診
査
な
ど
の
手
続
き
は
保

健
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け
ま
す
。

　
４
月
１
日
以
降
に
子
ど
も
を
出
産

さ
れ
た
方
は
全
員
、
母
子
健
康
手
帳

の
別
冊
１
「
出
生
通
知
書
」
を
、
ま

た
低
出
生
体
重
児
の
場
合
は
別
冊
２

「
低
体
重
児
出
生
届
」
を
保
健
セ
ン

タ
ー
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
低
出
生
体
重
の
子
ど
も
へ

の
訪
問
指
導
や
健
康
診
査
の
対
象
者

に
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
個
別
に

通
知
し
ま
す
。

※
低
出
生
体
重
児
で
、平
成
　
年
度
に

２４

他
市
か
ら
転
入
さ
れ
て
き
た
方
は
、保

健
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

【
問
合
せ
】
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
７
１

２
５
 
１
１
８
８
、
関
宿
保
健
セ
ン

タ
ー
☎
７
１
９
８
 
５
０
１
１

－

－

カ
メ
ラ
を
　10

台
設
置
し
ま

し
た
。

 ひ
っ
た
く
り
ゼ
ロ
を
め
ざ
し

   多
発
地
区
に
防
　

　
犯 
カ
メ
ラ
を
設
置

カ
バ
ー
の
普
及
な
ど
に
よ
り
、
平
成

市全体で２５台を設置

の
さ
ら
な
る
減
少
を
目
指
し
、　
年
23

度
に
梅
郷
駅
と
川
間
駅
周
辺
に
防
犯

　
さ
ら
に
今

年
は
、
野
田



僑

４月１日か　
　ら 

「
行
方
不
明
者
に
関
す
る
情
報
の
提

供
依
頼
」
の
配
信
を
開
始
し
ま
す
。

　
情
報
の
配
信
に
よ
り
、
行
方
不
明

者
の
早
期
発
見
、
保
護
に
つ
な
げ
る

こ
と
が
目
的
で
す
。

　
特
に
認
知
症
高
齢
者
が
外
出
先
か

ら
帰
れ
な
く
な
っ
た
場
合
な
ど
は
、

事
件
や
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と

が
あ
る
た
め
、
早
期
に
保
護
す
る
必

　
市
で
は
、
防
犯
や
防
災
、
子
ど
も

安
全
情
報
な
ど
を
野
田
市
安
全
安
心

メ
ー
ル
「
ま
め
メ
ー
ル
」
と
し
て
配

信
し
、３
月
　
日
現
在
、約
１
万
７
千

15

人
の
方
に
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

「
防
犯
情
報
」で
配
信

　
現
在
、「
防
犯
情
報
」
で
は
、
警
察

か
ら
の
情
報
提
供
を
も
と
に
、
犯
罪

の
発
生
状
況
な
ど
を
配
信
し
て
い
ま

◇新規登録

※詳細は、市ホームページ（携帯版含む）をご覧ください
※空メールを送信する方法以外に、市ホームページ（携帯
　版含む）から、登録手続きを行う方法もあります
※登録は無料ですが、メールの送受信やインターネットの
　通信料は、利用者の負担となりますのでご了承ください

noda-reg@mlreg.tricorn.net

②情報を選択し、登録完了

　上記アドレス宛てに空メールを送信する
と、折り返し、「登録案内メール」が届きます。
　なお、バーコードリーダー機能のある携帯
電話で、右のQRコードを読み込むと、アド
レスを入力する手間が省けます。

①空メールを送信する

　「登録案内メール」に記載されたアドレスをクリック
すると、登録画面のホームページが開きます。
　「防犯情報」「子ども安全情報」「防災情報」「光化学ス
モッグ情報」「火災情報」「消費生活情報」の中から欲し
い情報を選択し、確認ボタンを押すと登録は完了です。

◆まめメールの登録方法

【登 録 用】
QRコード

襖 鴬横横横横横横横横横横横横横横横横

▼空メールとは件名や本文に何も入力せず送信することです

要
が
あ
り
ま
す
。

　
行
方
不
明
者
情
報
は
、
警
察
署
か

ら
の
依
頼
に
応
じ
て「
防
犯
情
報
」の

登
録
者
あ
て
に
配
信
し
ま
す
の
で
、

心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、
メ
ー
ル
に

記
載
さ
れ
た
宛
先
に
情
報
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
行
方
不
明
者
が
小
・
中
学

生
の
場
合
は
、「
子
ど
も
安
全
情
報
」

の
登
録
者
に
も
配
信
し
ま
す
。

※
今
号
９
面
に
掲
載
の
微
小
粒
子
状

　
４
月
　
日
醤
に
県
立
関
宿
城
博
物

14

館
周
辺
で「
関
宿
城
ま
つ
り
」と「
関
宿

城
さ
く
ら
ま
つ
り
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
ま
め
バ
ス
「
関
宿

■関宿城ルート臨時便時刻表
5便４便３便２便1便バス停名

１６：０５１４：１５１２：４０１０：２０ 8：４５関宿中央
ターミナル発

１６：４０１４：５０１３：１５１０：５５ 9：２０関宿城
博物館着

5便４便３便２便1便バス停名

１６：５５１５：２０１３：３０１１：０５9：３５関宿城
博物館発

１７：３０１５：５５１４：０５１１：４０１０：１０関宿中央
ターミナル着

■臨時バス停留所の位置図

千
葉
県
知
事
選
挙
で
森
田
健
作
氏
が
当
選

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

所
は
設
置
し
ま
せ
ん
）

【
問
合
せ
】
企
画
調
整
課

城
ル
ー
ト
」
で
下
表
の
と
お

り
臨
時
便
を
運
行
し
ま
す
。

　
ま
つ
り
当
日
は
会
場
付
近

の
交
通
規
制
の
た
め
、
臨
時

バ
ス
停
留
所
を
設
置
し
ま
す

（
位
置
は
時
間
に
よ
り
変
わ

り
ま
す
）。

※
イ
ベ
ン
ト
が
悪
天
候
な
ど

で
中
止
の
場
合
で
も
臨
時
便

は
運
行
し
ま
す
（
臨
時
停
留

臨
時
便
で
関
宿
城
ま
つ
り
へ

　
任
期
満
了
に
伴
う
千
葉
県
知
事

選
挙
が
３
月
　
日
に
行
わ
れ
、
開

17

票
の
結
果
、
森
田
健
作
氏
が
当
選

し
ま
し
た
。

　
野
田
市
の
投
票
率
は
　
・
　
パ

24

02

ー
セ
ン
ト
で
、
投
票
と
開
票
の
結

果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
当
日
有
権
者
数
 １
２
６
、２
６
６
人

　
　
　
　
男
＝
６
３
、
１
１
６
人

　
　
　
　
女
＝
６
３
、
１
５
０
人

▼
投
票
者
数
　
３
０
、
３
３
４
人

　
　
　
　
男
＝
１
５
、
３
５
８
人

　
　
　
　
女
＝
１
４
、
９
７
６
人

▼
投
票
率
　
　
・
　
パ
ー
セ
ン
ト

２４

０２

　
　
　
男
＝
　
・
　
パ
ー
セ
ン
ト

２４

３３

　
　
　
女
＝
　
・
　
パ
ー
セ
ン
ト

２３

７１

▼
野
田
市
開
票
区
開
票
結
果

投
票
総
数
　
　
３
０
、
３
３
４
票

有
効
投
票
数
　
２
９
、
８
４
５
票

無
効
投
票
数
　
　
　
　
４
８
９
票

持
ち
帰
り
・
そ
の
他
　
　
　
０
票

▼
候
補
者
別
得
票
数（
得
票
順
）

森
田
健
作
　
　
２
３
、
５
３
３
票

三
輪
定
宣
　
　
　
５
、
２
９
８
票

佐
藤
雄
介
　
　
　
１
、
０
１
４
票

【
問
合
せ
】選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

物
質（
Ｐ
Ｍ
２
・
５
）の
注
意
喚
起
情

報
は
、ま
め
メ
ー
ル
の「
光
化
学
ス
モ

ッ
グ
情
報
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

【
問
合
せ
】
企
画
調
整
課

ま
め
バ
ス
 

す
が
、
４
月
１
日
か
ら
は
、
新
た
に

  行
方
不
明
者
の
情
報
提
供
を

　
「
ま
め
メ
ー
ル
」
で
呼
び
か
け



距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距

で
（
土
日
□祝 
は
除
く
）
の
、
８
時
　30

分
か
ら
　
時
　
分
ま
で
、
市
役
所
課

17

15

税
課
と
関
宿
支
所
で
、
無
料
で
縦
覧

で
き
ま
す
。

◆
価
格
に
不
服
の
あ
る
と
き

　
価
格
に
不
服
の
あ
る
方
は
、固
定
資

産
課
税
台
帳
に
価
格
な
ど
を
登
録
し

た
旨
の
公
示
の
日
か
ら
、
納
税
通
知

書
の
交
付
を
受
け
た
日
以
後
　
日
ま

60

で
に
、「
野
田
市
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
」
に
文
書
で
審
査
を
申
し
出

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】課
税
課
土
地
係
・
家
屋
係

　
平
成
　
年
度
の
固
定
資
産
課
税
台

25

帳
の
閲
覧
と
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦

覧
帳
簿
の
縦
覧
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

　
４
月
１
日
月
か
ら
（
土
日
□祝 
は
除

く
）
の
８
時
　
分
か
ら
　
時
　
分
ま

30

17

15

で
、市
役
所
課
税
課
、関
宿
支
所
、南
・

北
・
中
央
出
張
所
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　
費
用
は
、
１
枚
　
円
で
、
納
税
義

300

務
者
な
ど
（
借
地
・
借
家
人
を
除
く
）

は
４
月
　
日
火
ま
で
無
料
で
す
。

30

◆
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

　
４
月
１
日
月
か
ら
４
月
　
日
火
ま

30

固
定
資
産
課
税
台
帳
な
　

　
ど 
の
閲
覧
と
縦
覧

　
市
で
は
、
市
営
の
駐
輪
場
を
利
用

す
る
学
生
と
の
料
金
負
担
の
公
平
性

を
確
保
す
る
た
め
、
民
営
の
駐
輪
場

を
利
用
す
る
学
生
に
、
市
営
料
金
と

の
差
額
分
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　
助
成
金
は
、
月
額
使
用
料
が
　
円
501

以
上
で
　
円
以
下
の
場
合
は
、
月
額

999

使
用
料
か
ら
　
円
を
引
い
た
金
額
で
、

500

千
円
以
上
は
　
円
で
す
。

500

【
対
象
者
】
市
内
に
居
住
し
、
住
民

基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
方
で
、

通
学
・
通
園
の
た
め
に
平
成
　
年
　

24

10

月
１
日
～
　
年
３
月
　
日
に
市
内
の

25

31

民
営
駐
輪
場
を
使
用
し
た
学
生
か
そ

の
保
護
者

【
申
込
み
】
４
月
１
日
月
～
　
日
火

30

に
添
付
書
類
持
参
で
市
民
生
活
課
へ

　
な
お
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
ち
ば

電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
」
か
ら
申
し
込

む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

【
添
付
書
類
】
領
収
証
（
原
本
）、
学

生
証
（
コ
ピ
ー
可
）、
振
込
先
口
座
の

わ
か
る
も
の

【
問
合
せ
】
市
民
生
活
課

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

４
月
　
日
以
降
に
引
き
渡
し
を
受
け

15

る
方
、
設
置
さ
れ
た
住
宅
を
購
入
し

４
月
　
日
以
降
に
住
宅
の
引
き
渡
し

15

を
受
け
る
方

※
市
税
の
滞
納
が
あ
る
方
や
申
請
書
提

出
前
に
工
事
着
手
の
方
、
新
築
住
宅
・

建
売
住
宅
の
引
渡
し
が
完
了
し
て
い
る

方
な
ど
は
、
補
助
金
の
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

【
補
助
金
額
】
太
陽
電
池
の
最
大
出

　
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
は
、
太
陽

の
光
か
ら
電
気
を
作
り
出
す
シ
ス
テ

ム
で
す
。
ク
リ
ー
ン
で
永
続
的
な
太

陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
、
石
油
な

ど
の
化
石
燃
料
を
使
わ
な
い
た
め
、

地
球
温
暖
化
の
主
な
原
因
と
さ
れ
て

い
る
二
酸
化
炭
素
を
排
出
し
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
自
立
運
転
対
応
の
シ
ス
テ

ム
で
あ
れ
ば
、
停
電
時
で
も
発
電
し

た
電
力
が
利
用
で
き
ま
す
。　

　
市
で
は
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
と

地
域
に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
導
入
を
進
め
る
た
め
、
住
宅
用

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る

方
な
ど
に
、補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

【
対
象
】
４
月
　
日
以
降
、
市
内
で

15

自
己
居
住
用
の
住
宅
に
新
た
に
設
置

す
る
方
か
、
家
の
新
築
時
に
設
置
し

力
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
あ
た
り
２
万
円
で
、

上
限
金
額
は
７
万
円

【
申
請
受
付
期
間
と
場
所
】
受
付
は

４
月
　
日
月
～
平
成
　
年
２
月
　
日

15

26

14

金
に
環
境
保
全
課
窓
口
へ

※
申
請
総
額
が
予
算
額
に
達
し
た
時
点

で
受
付
を
終
了
し
ま
す
の
で
、
設
置
工

事
を
契
約
さ
れ
て
い
る
方
は
早
め
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い

　
ま
た
、
国
の
補
助
金
と
あ
わ
せ
て

交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、　
年
度
分
の
補
助
申
請
の

25

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
環
境
保
全
課

　
４
月
　
日
月
９
時
　
分
か
ら
　
時

29

30

15

ま
で
清
水
公
園
第
二
公
園
広
場
な
ど

で
、
み
ど
り
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
フ

ェ
ス
タ
２
０
１
３
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
野
鳥
・
樹
木
・
野
草
の
観
察
会
、

遊
び
の
広
場
（
一
部
参
加
費
あ
り
）、

よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
、フ
ラ
ダ
ン
ス
、

中
央
小
学
校
・
南
部
中
学
校
コ
ン
サ

ー
ト
が
開
か
れ
ま
す
。

　
ま
た
、　
時
　
分
か
ら
と
　
時
か

10

30

13

ら
は
苗
木
、　
時
　
分
か
ら
は
花
苗

14

30

の
無
料
配
布
も
行
わ
れ
ま
す
。

　
な
お
、　
時
　
分
か
ら
と
　
時
　

10

30

13

30

分
か
ら
の
２
回
行
わ
れ
る
花
の
寄
せ

植
え
講
習
会
（
有
料
で
各
回
抽
選
　25

清
水
公
園
で
み
ど
り
の
        フ
ェ
ス
タ

づ
 く
 り
ふ
る
さ
と

人
）
の
参
加
希
望
者
は
４
月
８
日
月

必
着
で
、
は
が
き
（
住
所
・
氏
名
・

☎
・
希
望
時
間
帯
を
明
記
）
で
〒
　278

 
８
５
５
０
野
田
市
役
所
み
ど
り
と

水
の
ま
ち
づ
く
り
課
内
「
み
ど
り
の

フ
ェ
ス
タ
事
務
局
」
へ
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
み
ど
り
と
水
の
ま
ち
づ

く
り
課

－

野鳥や樹木などの観察会も
兇

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
に

　
　
　
　
  補
助
金
を
交
付

民
　
　
営 
駐
輪
場
の
学
生
利
用
者
に

　
　
　
　
  一
部
料
金
を
助
成

屋根に設置した太陽電池パネル



な
し
会
の
対
象
年
齢
と
実
施
日
が
４

月
か
ら
変
わ
り
ま
す
。

◇
興
風
図
書
館
　
３
歳
以
上
の
会
…

土
曜
日
の
　
時
　
分
～
　
時
　
分
、

14

30

14

50

４
歳
以
上
の
会
…
土
曜
日
の
　
時
～

14

　
時
　
分
、
５
歳
以
上
の
会
…
日
曜

14

20

日
の
　
時
～
　
時
　
分

14

14

30

◇
北
図
書
館
　
３
歳
以
上
の
会
…
第

１
・
３
水
曜
日
　
時
　
分
～
　
時
、

16

10

17

５
歳
以
上
の
会
…
水
曜
日
と
第
２
・

４
土
曜
日
の
　
時
　
分
～
　
時

15

30

16

※
い
ず
れ
も
小
学
生
ま
で
参
加
可
能
で
、

南
・
せ
き
や
ど
図
書
館
の
お
は
な
し
会

の
日
時
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん

【
問
合
せ
】
興
風
図
書
館
☎
７
１
２

３
 
７
６
１
１
、
南
図
書
館
☎
７
１

２
５
 
７
９
８
１
、
北
図
書
館
☎
７

１
２
９
 
８
８
１
１
、
せ
き
や
ど
図

書
館
☎
７
１
９
８
 
４
９
４
６

－

－

－

－

　
図
書
館
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
読

書
を
楽
し
む
機
会
と
し
て
各
種
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

◆
図
書
館
子
ど
も
ま
つ
り

　
４
月
　
日
の「
子
ど
も
読
書
の
日
」

23

に
ち
な
み
、
子
ど
も
た
ち
に
本
に
親

し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
４
月
　
日
日

21

９
時
か
ら
　
時
ま
で
市
内
各
図
書
館

17

で
「
図
書
館
子
ど
も
ま
つ
り
」
を
開

催
し
ま
す
。

　
当
日
は
、
全
館
で
ク
イ
ズ
な
ど
を

行
う
ほ
か
、
本
を
借
り
た
子
ど
も
全

員
に
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
し
お
り
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　
各
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
時
間
や
会
場
、

申
込
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、
各
図
書

館
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
お
は
な
し
会
の
日
時
が
変
更

　
興
風
図
書
館
と
北
図
書
館
の
お
は 図

書
館
で
各
種
イ
ベ
ン
ト

競
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子
ど
も
た
ち
の
学
力
を
高
め
る
た

め
、
各
小
学
校
で
算
数
の
ド
リ
ル
を

中
心
に
勉
強
す
る
「
サ
タ
デ
ー
ス
ク

ー
ル
」を
　
年
度
も
開
講
し
ま
す
。

25

　
そ
こ
で
、
児
童
の
算
数
の
指
導
や

支
援
を
す
る「
指
導
者
」と
「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」を
募
集
し
ま
す
。

【
指
導
日
】
第
２
・
４
・
５
上
の
８
時

　
分
～
　
時
　
分（
休
講
日
も
あ
り
）

45

11

15

【
募
集
対
象
】
　
歳
以
上
の
方（
高

18

校
生
は
不
可
、
教
員
免
許
状
の
有
無

は
問
わ
な
い
）

◆
シ
ニ
ア
聴
講
生
も

　
ま
た
、　
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、

60

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
算
数
や
漢
字

の
勉
強
を
す
る「
シ
ニ
ア
聴
講
生
」も

併
せ
て
募
集
し
ま
す
。

【
申
込
み
と
問
合
せ
】
指
導
課

小
学
生
に
算
数
の
指
導
を

 Ｈ
ｉ
ｂ
感
染
症
や
小
児
の
肺
炎
球
菌
感
染
症
な
ど
　
　

　
  ワ
ク
チ
ン
を
定
期
予
防
接
種
に

平成２５年度　
市
民
一
人
ひ
と
り
の
生
活
様
式
に

あ
っ
た
健
康
づ
く
り
を
支
援
す
る
た

め
、
市
で
は
、「
健
康
づ
く
り
推
進
計

画
　
」
に
基
づ
き
、
生
活
習
慣
病
の

21
予
防
や
乳
幼
児
の
栄
養
指
導
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
一
方
で
、乳
幼
児
期
に
発
症
す
る
と

死
亡
や
後
遺
症
を
残
す
可
能
性
が
高

い「
細
菌
性
髄
膜
炎
」の
主
な
原
因
菌

の
ヒ
ブ
と
、全
国
で
年
間
約
９
千
人
が

発
症
し
、約
２
千
　
人
が
死
亡
し
て
い

700

る
と
さ
れ
る
子
宮
 頸
 が
ん
な
ど
の
原

け
い

因
と
さ
れ
る
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ

ル
ス
な
ど
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、任
意

接
種
の
た
め
自
己
負
担
と
な
っ
て
い

た
こ
と
か
ら
、市
で
は
、保
護
者
の
経

済
的
負
担
を
軽
減
し
よ
う
と
、
接
種

費
用
の
半
額
相
当
額
を
平
成
　
年
　

22

10

月
か
ら
独
自
に
助
成
を
始
め
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
国
は
　
年
１
月
か
ら
、

23

子
宮
頸
が
ん
と
ヒ
ブ
に
小
児
用
肺
炎

球
菌
を
加
え
た
３
種
類
の
ワ
ク
チ
ン

の
任
意
接
種
を
　
年
度
末
を
期
限
と

24

し
て
無
償
化
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
４
月
か
ら
、
こ
れ
ら
３
種

類
の
ワ
ク
チ
ン
が
定
期
予
防
接
種
の

対
象
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
後
も

無
償
で
接
種
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
今
年
度
か
ら
ヒ
ブ
が
「
 Ｈ
ｉ
ｂ
 感
染

ヒ
　
ブ

症
」
に
、
小
児
肺
炎
球
菌
が
「
小
児
の

肺
炎
球
菌
感
染
症
」
に
、
子
宮
頸
が
ん

が
「
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
」
に
表
記
が
変
更
と
な
り
ま
す

　
Ｈ
ｉ
ｂ
感
染
症
と
小
児
の
肺
炎
球

菌
感
染
症
予
防
接
種
の
対
象
は
、
生

後
２
か
月
か
ら
５
歳
未
満
ま
で
で
、接

種
開
始
年
齢
で
回
数
が
異
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル

　
B
C
G
は
結
核
の
予
防
接
種
で
、

結
核
性
髄
膜
炎
や
 粟
粒
 結
核
な
ど
の

ぞ
く
り
ゅ
う

発
病
・
重
症
化
防
止
に
効
果
が
あ
り

ま
す
。

　
国
は
、
結
核
を
よ
り
確
実
に
予
防

す
る
た
め
に
は
、
生
後
５
か
月
か
ら

生
後
８
か
月
未
満
ま
で
に
ワ
ク
チ
ン

を
接
種
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
し
、

４
月
か
ら
予
防
接
種
の
対
象
者
を

「
生
後
６
か
月
未
満
」
か
ら
「
生
後

１
歳
未
満
」
に
拡
大
し
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、市
で
は
、こ
れ
ま

で
は
３
か
月
児
健
康
診
査
時
に
実
施

し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
か
ら
別

日
程
で
集
団
接
種
を
実
施
し
ま
す
。

　
今
年
は
６
月
か
ら
実
施
す
る
予
定

で
、
日
程
は
、
５
月
　
日
号
以
降
の

15

健
康
ガ
イ
ド
と
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
７
１

２
５
 
１
１
８
８
、
関
宿
保
健
セ
ン

タ
ー
☎
７
１
９
８
 
５
０
１
１

－

－

B
C
G
予
防
接
種
の

　
　
　
  対
象
年
齢
が
変
更

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

ス
感
染
症
予
防
接
種
の
　
年
度
の
対

25

象
者
は
、
平
成
９
年
４
月
２
日
か
ら

　
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
女
子
（
標

14準
接
種
年
齢
は
中
学
１
年
生
）
で
、

接
種
回
数
は
３
回
で
す
。

◆
接
種
は
市
内
指
定
医
療
機
関
で

　
い
ず
れ
も
野
田
市
に
住
民
登
録
が

あ
る
方
が
対
象
で
す
。
母
子
健
康
手

帳
を
持
参
の
上
、
市
内
指
定
医
療
機

関
で
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

　
指
定
医
療
機
関
な
ど
の
詳
細
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
７
１

２
５
 
１
１
８
８
、
関
宿
保
健
セ
ン

タ
ー
☎
７
１
９
８
 
５
０
１
１

－

－
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講
座
・
講
演
会

◆
野
田
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
で
説
明
会
な
ど
　

①
入
会
説
明
会
…
４
月
　
日
鐘
　

10

10

時
～
正
午
。
育
児
の
サ
ポ
ー
ト
を

し
た
い
方
と
受
け
た
い
方
。
②
一

日
で
な
れ
る
提
供
会
員
研
修
会
…

４
月
　
日
鞘
９
時
～
　
時
。
フ
ァ

19

16

ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
子

育
て
援
助
活
動
が
で
き
る
市
内
在

住
の
方
。
い
ず
れ
も
総
合
福
祉
会

館
で
。
申
込
み
は
事
前
に
同
セ
ン

タ
ー
☎
７
１
２
６
 
５
０
５
０
へ

◆
関
宿
総
合
公
園
体
育
館
で
各
種

教
室
　
①
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ジ
ュ
ニ

ア
教
室
…
４
月
　
日
～
５
月
３
日

12

の
金
　
時
～
　
時
。
小
学
生
。
②

19

21

卓
球
初
心
者
教
室
…
４
月
　
日
～

19

５
月
　
日
の
鞘
　
時
～
　
時
。　

10

14

16

20

歳
以
上
。
③
ミ
ニ
テ
ニ
ス
無
料
体

験
教
室
…
４
月
　
日
～
６
月
１
日

27

（
５
月
４
日
除
く
）
の
上
　
時
～

13

　
時
。
①
②
は
終
了
後
、
継
続
も

14可
。
費
用
は
①
は
２
千
円
、
②
は

千
　
円
。
②
は
ラ
ケ
ッ
ト
持
参
。

500
申
込
み
は
①
は
４
月
９
日
鍾
、
②

は
　
日
鍾
、
③
は
　
日
鐘
に
電
話

16

24 ―

か
往
復
は
が
き
（
住
所
・
氏
名
・

ふ
り
が
な
・
年
齢
・
☎
を
明
記
・
１
家

族
１
通
）で
〒
　
 
０
２
２
５
平

270

井
　
関
宿
総
合
公
園
体
育
館
☎
７

401
１
９
８
 
８
５
０
０
へ

◆
ヨ
ガ
教
室
　
４
月
　
日
～
６
月

15

３
日
の
鉦
　
時
～
　
時
　
分
総
合

19

20

30

公
園
体
育
館
で
。
高
校
生
以
上
。

先
着
　
人
。参
加
費
３
千
円
。申
込

30

み
は
４
月
５
日
鞘
～
　
日
上（
鍾

13

休
館
）に
直
接
同
館
☎
７
１
２
５

 
１
１
５
５
へ

◆
寺
子
屋
講
座
　
４
月
　
日
醤
　

21

13

時
　
分
～
　
時
　
分
市
民
会
館

30

15

30

で
。佐
藤
武
氏（
日
本
珠
算
連
盟
野

田
支
部
支
部
長
）に
よ
る「
次
世
代

に
伝
え
た
い
そ
ろ
ば
ん
と
暗
算
の

力
～
脳
の
活
性
化
か
ら
国
際
交
流

ま
で
」。
先
着
　
人
。一
般
　
円
。

20

500

高
校
生
以
上
の
学
生
　
円
。
申
込

250

み
は
４
月
５
日
鞘
か
ら
同
館
☎
７

１
２
４
 
６
８
５
１
へ

イ
ベ
ン
ト

◆
企
画
展「
野
田
に
生
き
た
人
々

そ
の
生
活
と
文
化
２
０
１
３
」　

４
月
６
日
上
～
７
月
８
日
鉦
９
時

～
　
時
郷
土
博
物
館
で
。
旧
石
器

17

―

―

―

―

時
代
か
ら
中
世
ま
で
の
考
古
遺
物

の
展
示
と
平
成
　
年
度
の
新
収
蔵

24

資
料
の
公
開
。
時
代
と
暮
ら
し
の

変
化
を
考
え
る
。
問
同
館
☎
７
１

２
４
 
６
８
５
１

◆
４
月
の
保
育
所
の
園
庭
開
放
　

保
育
所
の
子
ど
も
た
ち
と
遊
び
、

親
子
で
保
育
体
験
。育
児
相
談
も
。

　
時
～
　
時
。
当
日
会
場
受
付
。

10

11

問
各
保
育
所

◆
朗
読
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ｉ
ｎ
野

田
～
 新
  美
  南
  吉
 大
会
　
５
月
３
日

に
い
 
み
 
な
ん
 き
ち

鞘
、
４
日
上
　
時
か
ら
欅
の
ホ
ー

13

ル
・
小
ホ
ー
ル
で
。
今
年
生
誕
　100

年
を
迎
え
る
新
美
南
吉（
児
童
文
学

者
）を
テ
ー
マ
と
し
た
グ
ル
ー
プ
ご

と
の
朗
読
発
表
。
定
員
　
人
。
全

300

席
　
円
。
前
売
り
は
野
田
公
民
館

500
と
文
化
会
館
で
。
野
田
公
民
館
の

み
電
話
申
込
み
も
可
。
問
野
田
公

民
館
☎
７
１
２
３
 
７
８
１
９

◆
県
立
関
宿
城
博
物
館
で
各
種
イ

ベ
ン
ト
　
①
関
宿
城
将
棋
大
会
…

５
月
４
日
上
（
大
人
の
部
）、
５
日

―

―

醤（
子
ど
も
の
部
）９
時
か
ら
。
先

着
各
　
人
。い
ず
れ
も
食
事
付
き
。

64

②
河
川
敷
の
い
き
も
の
さ
が
し
～

草
花
あ
そ
び
…
５
月
６
日
鉦
　
時
10

～
正
午
。岩
槻
秀
明
氏（
同
館
展
示

協
力
員
）の
案
内
で
野
草
の
観
察
と

草
笛
作
り
。
先
着
　
人
。
③
郷
土

20

食
講
座
「
そ
ば
打
ち
」
…
５
月
　19

日
、
６
月
　
日
、
７
月
　
日
の
醤

16

21

９
時
　
分
～
正
午
。
全
て
参
加
で

30

き
る
方
。先
着
　
人
。参
加
費
は
①

20

は
大
人
の
部
の
み
千
　
円
、
②
は

500

　
円
、
③
は
３
千
　
円
。
申
込
み

100

500

は
①
は
４
月
４
日
障
、
②
は
４
月

６
日
上
、
③
は
４
月
　
日
鞘
か
ら

19

同
館
☎
７
１
９
６
 
１
４
０
０
へ

募
　
集

◆
危
険
物
取
扱
者
試
験
　
6
月
９

日
醤
日
本
大
学
生
産
工
学
部
津
田

沼
校
舎（
習
志
野
市
）で
。試
験
科
目

は
甲
種
、乙
種
、丙
種
。申
込
み
は
４

月
　
日
鞘
ま
で
に（
財
）
消
防
試
験

12
研
究
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（ht   

tp://w
w
w
.shoub

      
 
 
      o  -  shike

     n.   

or.j     p  ）か
ら
申
請
す
る
か
、消
防
本

部
予
防
課
、消
防
署
、各
分
署
で
願

書
を
取
り
寄
せ
、４
月
　
日
鉦（
上・

15

醤
を
除
く
）ま
で
に（
財
）消
防
試
験

研
究
セ
ン
タ
ー
千
葉
県
支
部
へ
。

問
消
防
本
部
予
防
課
内
消
防
防
災

協
会
☎
７
１
２
４
 
０
１
１
４

――

共

保
育
所
名

清

水

福

田

木
間
ケ
瀬

古
布
内

東

部

花

輪

南

部

あ
た
ご

開
放
日

９
日
火

９
日
火

　
日
水

10　
日
水

10　
日
木

11　
日
木

25　
日
火

16　
日
木

18　
日
水

24

電
　
　
話

☎
７
１
２
２
・
５
０
５
０

☎
７
１
３
８
・
０
５
７
７

☎
７
１
９
８
・
３
８
２
５

☎
７
１
９
６
・
１
８
８
０

☎
７
１
２
２
・
７
１
５
８

☎
７
１
２
２
・
１
７
７
０

☎
７
１
２
４
・
２
２
２
１

☎
７
１
２
２
・
２
６
７
３

※
相
談
会
場
＝
□市 
…
市
役
所
／
□い 
…
い
ち
い
の
ホ
ー
ル

市
民
相
談
室
（
☎
７
１
２
５
 
１
１
１
１
代
表
）

◆
一
般
市
民
相
談
　
日
常
生
活
の
悩
み
ご
と
や
相
続
、
離
婚
な
ど

の
一
般
的
な
手
続
き
な
ど
。
簡
単
な
相
談
は
電
話
も
可

※
一
般
市
民
相
談
や
各
種
相
談
は
、
今
後
の
対
応
方
法
の
た
め
の

助
言
な
ど
を
行
う
も
の
で
す

※
４
月
の
法
律
・
不
動
産
・
交
通
事
故
・
行
政
・
税
務
相
談
は
、

４
月
１
日
月
９
時
か
ら
電
話
で
予
約
を
受
け
付
け
ま
す

◆
法
律
相
談
　
法
律
問
題
で
弁
護
士
に
相
談
し
た
い
と
き
。
た
だ

し
裁
判
で
訴
訟
、
調
停
中
の
も
の
は
不
可
。
□市 
＝
５
・
　
・
　
・

10
16

　
日
。
□い 
＝
　
・
　
日
。
５
日
間
で
　
人

25

15
25

70

◆
不
動
産
相
談
　
土
地
や
建
物
の
取
引
な
ど
。
□市 
＝
　
日
。８
人

10

◆
行
政
相
談
　
行
政
の
苦
情
や
要
望
な
ど
。□い 
＝
　
日
。□市 
＝
　
日
。

10

16

２
日
間
で
８
人

◆
税
務
相
談
　
相
続
税
・
贈
与
税
な
ど
。
□市 
＝
　
日
。
８
人

17

※
交
通
事
故
相
談
は
、相
談
員
が
研
修
の
た
め
、今
月
の
相
談
は
あ

り
ま
せ
ん

人
権
施
策
推
進
課（
市
役
所
内
）

◆
人
権
相
談
　
人
権
問
題
で
の
悩
み
な
ど
。□市 
＝
８
・
　
・
　
日
。 

17
26

　
□い 
＝
　
日
。４
日
間
で
　
人
。電
話
予
約

18

16

児
童
家
庭
課

◆
家
庭
児
童
相
談
室
　
児
童
の
問
題
な
ど
。
鉦
～
鞘
９
時
～
　
時
17

◆
児
童
虐
待
相
談
電
話
「
子
ど
も
S
O
S
」
　
鉦
～
鞘
９
時
～
　17

時
。
時
間
外
、
上
・
醤
・
□祝 
は
留
守
番
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
。
☎
・

思
０
１
２
０
 
７
８
３
２
８
１

◆
母
子
・
父
子
家
庭
・
婦
人
相
談
　
母
子
、父
子
家
庭
、寡
婦
な
ど
。

鍾
～
金
９
時
～
　
時（
月
は
９
時
～
　
時
）

17

19

◆
母
子
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定
事
業
　
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し

て
い
る
母
子
家
庭
の
母
。個
別
相
談（
要
予
約
）、就
労
の
た
め
の「
自

立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」の
作
成
。鉦
９
時
～
　
時
、鞘
９
時
～
　
時

19

17

職
業
相
談
室（
商
工
課
）

◆
無
料
職
業
紹
介
所
　
市
が
独
自
に
開
拓
し
た
求
人
情
報
の
提
供
。 

 □市 
２
階
＝
鉦
・
鐘
・
鞘
。□い 
４
階
＝
第
３
鍾
。い
ず
れ
も
９
時
～
　
時
17

◆
内
職
相
談
　
□市 
２
階
＝
鉦
～
鞘
　
時
～
　
時
　
分

10

15

30

◆
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
の
だ（
問
合
せ
・
予
約
＝
商
工
課
／
会
場
＝
野
田

地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
）　
セ
ミ
ナ
ー
・
個
別
相
談（
要
予
約
）、

求
人
案
内
。　
歳
未
満
の
方
か
そ
の
親
。　
日
鍾
　
時
～
　
時

35

23

10

16

パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー（
社
会
福
祉
課
・
商
工
課
）

◆
自
立
す
る
た
め
の
生
活
・
就
労
支
援
に
関
す
る
相
談
□市 
２
階
＝

鉦
～
鞘
９
時
～
　
時
。☎
７
１
２
８
 
４
０
３
８

17

青
少
年
セ
ン
タ
ー（
☎
７
１
２
５
 
２
６
３
９
）

―

―

―

―
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◆
納
税
ご
よ
み
の
配
布
　
　
年
度

25

市
県
民
税
や
国
民
健
康
保
険
税
な

ど
の
納
期
限
を
記
載
。
市
役
所
収

税
課
や
支
所
、
各
出
張
所
と
公
民

館
、
市
内
各
金
融
機
関
な
ど
で
配

布
。
問
収
税
課

◆
口
座
振
込
通
知
は
が
き
の
送
付

廃
止
　
平
成
　
年
度
の
支
払
分
か

25

ら
市
か
ら
の
入
金
の
確
認
は
通
帳

で
。
市
所
属
課
別
に
入
金
内
容
を

記
載
。
問
会
計
管
理
者

◆
経
営
力
強
化
保
証
制
度
　
中
小

企
業
者
が
金
融
機
関
や
国
の
認
定

を
受
け
た
税
理
士
な
ど
の
経
営
改

善
の
支
援
を
受
け
る
場
合
に
、
貸

付
金
の
信
用
保
証
料
を
お
お
む
ね

０
・
２
パ
ー
セ
ン
ト
減
免
。支
援
期

間
中
は
事
業
計
画
を
策
定
・
実
行

し
、
定
期
的
な
報
告
が
必
要
。
問

千
葉
県
信
用
保
証
協
会
松
戸
支
店

金
融
支
援
課
☎
　（
　
）６
０
０
９

047
365

み
は
４
月
　
日
鉦
ま
で
に
学
校
教

15

育
課
へ

相
談
・
そ
の
他

◆
年
金
・
労
働
無
料
相
談
　
毎
週

醤
　
時
～
　
時
千
葉
県
社
会
保
険

10

15

労
務
士
会
東
葛
支
部（
松
戸
市
）

で
。
申
込
み
は
事
前
に
同
支
部
☎

　（
　
）９
９
９
２
へ

047
345

◆
水
質
検
査
計
画
と
結
果
を
公
表

　
定
期
的
に
実
施
す
る
水
道
水
の

水
質
検
査
計
画
と
結
果
。水
道
部
と

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
可
。
問

水
道
部
☎
７
１
２
４
 
５
１
４
６

◆
タ
ケ
ノ
コ
を
出
荷
す
る
生
産
者

は
放
射
性
物
質
の
自
主
検
査
を
　

千
葉
県
農
林
水
産
部
か
ら
出
荷
前

に
自
主
検
査
を
行
う
よ
う
依
頼
あ

り
。
出
荷
前
に
市
農
政
課
の
放
射

性
物
質
の
検
査
を
受
け
、安
全
を
確

認
し
て
か
ら
販
売
を
。
問
農
政
課

―

頑 顔眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼
市
税
な
ど
の
納
期（
４
月
）

頑
顔

眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼

　
４
月
　
日
鍾
ま
で
の
納
期
の
市

３０

税
な
ど
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税（
１
期
）

４
月
　
日
鞘
ま
で
に
通
知
書
が
届

19

か
な
い
と
き
は
課
税
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。ま
た
、最
寄
り
の

金
融
機
関
な
ど
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
収
税
課
・
課
税
課

凶

　
症
候
性
頭
痛

　
頭
痛
に
は
、
緊
張
性
頭
痛
や
偏
頭
痛
、
群
発
頭

痛
の
よ
う
に
命
に
支
障
が
な
い
「
機
能
性
頭
痛
」

と
い
わ
れ
る
慢
性
的
な
も
の
と
、
放
置
し
て
お
く

と
命
に
関
わ
る
恐
れ
が
あ
る
「
症
候
性
頭
痛
」
が

あ
り
ま
す
。

　「
症
候
性
頭
痛
」の
う
ち
、く
も
膜
下
出
血
、脳
出

血
、
脳
梗
塞
な
ど
の
血
管
に
関
す
る
も
の
や
、
脳

 腫
  瘍
 、
頭
部
外
傷
、
髄
膜
炎
な
ど
は
、
一
般
的
に

し
ゅ
 よ
う

な
じ
み
の
あ
る
疾
患
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
突
発
性
の
も
の
や
初
め
て
経
験
す
る
よ

う
な
も
の
、激
烈
な
痛
み
、長
時
間
続
い
た
り
、次
第

に
強
く
な
っ
た
り
す
る
頭
痛
、
夜
間
ま
た
は
早
朝

覚
醒
を
起
こ
す
頭
痛
、
運
動
 麻
  痺
 ・知
覚
障
害
・
言

ま
 
ひ

語
障
害
・
意
識
障
害
・
視
力
お
よ
び
視
野
障
害
・
認
知

症
症
状
が
認
め
ら
れ
る
も
の
、
め
ま
い
や
 嘔
  吐
 を

お
う
 
と

伴
っ
た
り
、高
熱
が
出
た
り
す
る
頭
痛
な
ど
は
、
専

門
医
の
診
断
が
必
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、早
め

に
受
診
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。（
Ｎ
・
Ｔ
）

◆
青
少
年
の
悩
み
事
相
談
　
年
末
年
始
を
除
く
毎
日
。９
時
～
　
時
16

　
分（
電
話
相
談
も
可
）

30
ひ
ば
り
教
育
相
談（
青
少
年
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２
５
 
８
０
８
８
）

◆
教
育
相
談
　
学
校
生
活
の
悩
み
や
不
登
校
な
ど
。
青
少
年
セ
ン

タ
ー
＝
鉦
～
鞘
９
時
～
　
時
　
分（
電
話
・
面
談
・
訪
問
）

16

30

ひ
ま
わ
り
相
談（
野
田
幼
稚
園
☎
７
１
２
２
 
２
４
５
０
・
関
宿
南

部
幼
稚
園
☎
７
１
９
８
 
２
０
７
５
）

◆
教
育
相
談
　
発
達
・
子
育
て
で
心
配
な
こ
と
な
ど
。野
田
幼
稚
園

＝
第
２
・
４
障
、
関
宿
南
部
幼
稚
園
＝
第
１
・
３
障
。
い
ず
れ
も

　
時
～
　
時
　
分
。
電
話
予
約（
　
時
～
　
時
　
分
）

10

14

30

14

17

15

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
☎
７
１
２
３
 
１
０
８
４
）

◆
消
費
生
活
相
談
　
購
入
し
た
品
物
の
苦
情
や
問
合
せ
、
架
空
請

求
・
多
重
債
務
相
談
な
ど
。
鉦
～
鞘
　
時
～
　
時

10

16

男
女
共
同
参
画
課（
市
役
所
内
）

◆
女
性
の
た
め
の
相
談
　
□市 
５
階
＝
第
１
～
４
障
。
野
田
公
民
館

（
欅
の
ホ
ー
ル
３
階
）＝
第
２
上
。
い
ず
れ
も
　
時
～
　
時
。
電

10

16

話
予
約（
電
話
相
談
も
可
）

社
会
福
祉
課（
市
役
所
内
）

◆
障
が
い
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
　
障
が
い
者
の
総
合
相
談
。
□市 

１
階
＝
鉦
～
鞘
８
時
　
分
～
　
時
　
分

30

17

15

◆
専
門
相
談
　
□市 
１
階
＝
　
時
　
分
～
　
時
…
生
活
療
育（
４

13

30

16

日
）、発
達
教
育（
　
日
）、就
労
者
生
活（
　
日
）、こ
こ
ろ
の
生
活

15

18

（
　
日
）、生
活
支
援（
　
日
）。
電
話
予
約

23

25

◆
当
事
者
・
関
係
者
相
談
　
□市 
１
階
＝
　
時
～
正
午
…
視
覚
障
が
い

10

者（
２
日
）、知
的
障
が
い
者（
３
日
）、ろ
う
あ
者（
　
日
）／
　
時

16

13

　
分
～
　
時
　
分
…
聴
覚
障
が
い
者（
２
日
）、身
体
障
が
い
者（
３

30

15

30

日
）、精
神
障
が
い
者（
　
日
）。
電
話
予
約

16

あ
さ
ひ
育
成
園（
☎
７
１
２
２
 
７
１
５
９
）

◆
外
来
療
育
相
談
　
就
学
前
の
身
体
発
達
の
遅
れ
な
ど
。第
１
・
３

障
　
時
～
　
時
。電
話
予
約（
鉦
　
時
～
　
時
）

15

17

16

17

こ
だ
ま
学
園（
☎
７
１
２
２
 
２
９
１
６
）

◆
外
来
療
育
相
談
　
就
学
前
の
知
的
発
達
の
遅
れ
な
ど
。第
１
・
３

鍾
　
時
～
　
時（
希
望
で
第
２
鍾
　
時
　
分
～
　
時
　
分
に
集
団

15

17

13

30

15

30

療
育
）。電
話
予
約（
鉦
　
時
～
　
時
）

16

17

法
人
や
団
体
な
ど
が
定
期
的
に
開
催
す
る
相
談

◆
心
配
ご
と
相
談
　
日
常
生
活
の
中
で
の
悩
み
や
困
り
ご
と
な
ど
。

総
合
福
祉
会
館
＝
毎
週
鍾
・
第
１
鞘
　
時
～
　
時
。
問
社
会
福

13

16

祉
協
議
会
☎
７
１
２
４
 
３
９
３
９

◆
行
政
書
士
無
料
相
談
　
遺
言
や
相
続
、離
婚
な
ど
。　
日
鞘
　
時

19

13

～
　
時
。
欅
の
ホ
ー
ル
４
階
第
一
集
会
室
。
事
前
に
問
合
せ
先

16
に
電
話
予
約
。問
千
葉
県
行
政
書
士
会
東
葛
支
部
・
伊
佐
☎
７
１

２
９
 
０
８
０
３

◆
登
記
無
料
相
談
　
相
続
登
記
や
土
地
建
物
登
記
な
ど
。
９
日
鍾

９
時
　
分
～
　
時
　
分
。
□市 
市
民
相
談
室
。
前
日
ま
で
に
問
合

30

15

30

せ
先
に
電
話
予
約
。
問
野
田
地
区
司
法
書
士
会
、
土
地
家
屋
調

査
士
会
・
張
替
☎
７
１
３
８
 
１
４
０
４

―

―

―

―

―

―
―

―

―

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
手
に〝
野
田
散
策
〟

　
市
で
は
、カ
ラ
ー
写
真
と
解
説
文

で
紹
介
し
た
野
田
市
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
「
野
田
紀
行
」
を
頒
布
中
で
す
。

　「
大
河
分
流
の
地
を
往
く
」、「
醤

油
の
街
探
訪
」な
ど
８
つ
の

テ
ー
マ
ご
と
に
編
集
し
ま

し
た
。
Ａ
５
変
型
判
（
　125

㎜
×
　
㎜
）、　
ペ
ー
ジ
、

210

120

オ
ー
ル
カ
ラ
ー
、
Ａ
１
判

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
ッ
プ
付

き
で
、
１
冊
　
円
で
す
。

400

【
頒
布
場
所
】
市
役
所
３

階
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴

係
、関
宿
支
所
、各
図
書
館
、

各
公
民
館
、
郷
土
博
物
館

【
問
合
せ
】
秘
書
広
報
課

広
報
広
聴
係

野田市の見どころが一冊に

◆
野
田
市
育
英
資
金
　
経
済
上
の

理
由
で
進
学
・
在
学
す
る
こ
と
が

困
難
な
大
学
生
か
専
修
学
校
生（
専

門
課
程
）。市
内
に
１
年
以
上
住
所

が
あ
る
方
。
保
証
人
必
要
。　
人
10

（
多
数
の
場
合
は
書
類
選
考
）。
月

額
１
万
５
千
円
を
無
利
息
で
貸
与
。

卒
業
後
５
年
以
内
に
返
済
。
申
込



　
国
立
科
学
博
物
館
を
見
学
す
る

親
子
の
一
日
を
描
い
た
絵
本
で
す
。

　
化
石
の
発
掘
や
骨
格
標
本
の
作

り
方
、展
示
物
の
掃
除
の
仕
方
な
ど

を
分
か
り
や
す
い
絵
で
紹
介
。
読

ん
で
か
ら
博
物
館
に
出
か
け
る
と
、

よ
り
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

New Books
せきやど図書館の推せん図書

　
「
最
も
幸
せ
な
国
は
？
」「
電

気
を
使
え
る
人
口
の
割
合
は
？
」

な
ど
、
現
代
社
会
の
気
に
な
る
テ

ー
マ
の
デ
ー
タ
が
、
カ
ラ
フ
ル
な

表
や
グ
ラ
フ
で
見
や
す
く
表
現
さ

れ
て
い
ま
す
。
気
に
な
る
世
界
の

「
今
」
を
見
て
み
ま
せ
ん
か
。

「博物館の一日」
いわた慎二郎・著

講談社

講
座
・
講
演
会

◆
 生
命
 の
貯
蓄
体
操
体
験
教
室
　
４

い
の
ち

月
　
日
～
５
月
　
日
、
６
月
５
日
～

10

15

　
日
の
鐘
、
５
月
　
日
、　
日
の
鍾

19

21

28

　
時
～
正
午
中
根
地
域
福
祉
セ
ン
タ

10ー
で
。
各
回
定
員
　
人
。
費
用
　
円

30

400

（
初
回
無
料
）。
申
込
み
は
各
回
前
日

ま
で
に
浅
利
☎
　
 
１
２
８
４
 
５

080

０
９
４
へ

◆
習
字
ク
ラ
ブ
　
４
月
　
日
、　
日
、

10

17

５
月
１
日
の
鐘
、
４
月
　
日
、　
日
、

11

25

５
月
９
日
の
障
　
時
～
　
時
、
４
月

17

18

　
日
、　
日
の
醤
９
時
～
　
時
中
央

14

21

10

公
民
館
で
。
小
・
中
学
生
。
先
着
　10

－

－

人
。
費
用
各
回
千
円
。
申
込
み
は
４

月
５
日
鞘
か
ら
鈴
木
☎
　
 
４
４
３

090

９
 
４
８
０
３
へ

◆
新
し
い
ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ラ
体
験
　

４
月
　
日
、　
日
の
鞘
　
時
～
　
時

12

19

18

19

　
分
南
部
梅
郷
公
民
館
で
。
当
日
会

10場
へ
。
問
海
老
原
☎
　
 
７
２
６
８

090

 
２
７
３
８

◆
野
田
地
方
史
懇
話
会
記
念
講
演

「
座
り
方
の
人
類
学
」　
４
月
　
日
上

13

　
時
　
分
～
　
時
　
分
興
風
会
館

14

30

16

30

で
。 真
  家
  和
 

ま
 
い
え
 か
ず

 生
 氏
（
大
妻
女
子
大
学

お

教
授
）が
講
師
。
先
着
　
人
。
参
加
費

30

　
円
。
当
日
会
場
へ
。
問
南
川
☎
７

300１
２
９
 
５
４
２
９

－

－

－

－

－

◆
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
を
楽
し
む
会
　
４

月
　
日
障
　
時
～
　
時
　
分
南
部
梅

18

10

11

30

郷
公
民
館
で
。
純
せ
っ
け
ん
を
使
っ

た
ハ
ー
ブ
ソ
ー
プ
作
り
。先
着
　
人
。

15

費
用
２
千
円
。
申
込
み
は
４
月
５
日

鞘
か
ら
岩
井
☎
　
 
２
３
３
３
 
４

080

５
５
６
へ

◆
母
の
日
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ア
レ
ン
ジ

作
り
　
４
月
　
日
醤
　
時
～
正
午
北

21

10

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
で
。
プ
リ
ザ
ー

ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
を
使
用
。先
着
　
人
。

15

費
用
３
千
円
。
は
さ
み
持
参
。
申
込

み
は
４
月
６
日
上
～
　
日
上
に
柴
田

13

☎
　
 
５
６
４
９
 
１
６
３
４
へ

080
◆
楽
レ
シ
ピ
で
お
も
て
な
し
　
４
月

　
日
鉦
、　
日
鍾
　
時
～
　
時
　
分

22

23

10

12

30

野
田
公
民
館
（
欅
の
ホ
ー
ル
内
）
で
。

ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
テ
ィ
ー
で
お
も
て
な

し
。
女
性
。
各
回
先
着
８
人
。
費
用

－

－

－

－

千
　
円
。
エ
プ
ロ
ン
持
参
。
申
込
み

500
は
４
月
５
日
鞘
～
　
日
上
に
安
部
☎

20

　
 
１
０
４
７
 
９
６
５
４
へ

080◆
新
体
操
体
験
講
座
　
４
月
　
日
水

24

総
合
公
園
体
育
館
で
。
①
親
子
新
体

操
…
　
時
～
　
時
。
２
・
３
歳
女
児

10

11

と
親
。
②
ジ
ュ
ニ
ア
新
体
操
…
　
時
16

～
　
時
　
分
。
４
歳
～
小
学
生
。
各

18

30

回
先
着
　
人
、
参
加
費
　
円
。
申
込

20

500

み
は
４
月
５
日
鞘
か
ら
又
吉
☎
　
 
080

１
１
２
０
 
８
２
６
３
へ

イ
ベ
ン
ト

◆
コ
ン
カ
メ
写
真
展
　
４
月
　
日
鐘

10

～
　
日
鍾
９
時
～
　
時
市
役
所
ふ
れ

16

17

あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
。
約
　
点
。
問

40

古
谷
☎
７
１
２
４
 
３
７
１
９

◆
つ
く
し
ん
ぼ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
　

４
月
　
日
鞘
　
時
　
分
～
　
時
市
役

12

12

30

13

－

－

－

－

－

所
１
階
つ
く
し
ん
ぼ
で
。テ
ノ
ー
ル
 引
 
ひ
き

 野
  裕
  亮
 氏
＆
バ
リ
ト
ン
安
田
 丈
  洋
 氏

の
 
ゆ
う
 す
け
 

た
け
 ひ
ろ

に
よ
る「
男
声
の
 響
 」。問
つ
く
し
ん
ぼ

ひ
び
き

◆
映
画「
シ
ェ
ー
ナ
ウ
の
想
い
」上
映

と
お
話
し
会
　
４
月
　
日
醤
　
時
～

14

14

　
時
南
部
梅
郷
公
民
館
で
。
先
着
　

17

70

人
。
参
加
費
　
円
。
当
日
会
場
へ
。

300

問
皆
川
☎
７
１
２
４
 
７
０
１
２

◆
さ
く
ら
そ
う
展
示
会
　
４
月
　
日
19

鞘
～
　
日
醤
９
時
～
　
時（
最
終
日

21

17

は
　
時
ま
で
）興
風
会
館
で
。約
　
鉢
。

15

300

問
宇
佐
見
☎
７
１
３
８
 
２
１
４
４

◆
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト「
も
っ
た
い
な

い
市
」　
４
月
　
日
上
９
時
　
分
～

20

30

正
午
 
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ゆ
っ

く
っ
く
で
。　
区
画
程
度
。
出
展
料

15

　
円
。
出
展
希
望
者
は
４
月
　
日
鞘

500

19

ま
で
に
フ
ァ
ク
ス
で
ゆ
っ
く
っ
く
☎・

思
７
１
２
９
 
８
０
８
９
へ

－

－

－

「１秒でわかる
　　　世界の『今』」
クレア・コック・スターキー・著
ディスカヴァー・トゥエンティワン

協

拶７１２３-７６１１
拶７１２５-７９８１
拶７１２９-８８１１
拶７１９８-４９４６

興風図書館
南 図 書 館
北 図 書 館
せきやど図書館

失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失

清水公園

　年間で４０万人以上が訪れる清水公園は、
今から１２０年前の明治２７（１８９４）年、茂木 柏 

はく

 衛 
えい

 翁 が
おう

 金 
こん

 乗 
じょう

 院 の一部を借りて整備し、同年
いん

４月に開園しました。
　現在は、遊戯施設なども備えて、（株） 千 

せん

 秋 社が管理・運営をしています。
しゅう

　特に、園内の約２千本の桜は圧巻で、「さく
ら名所１００選」にも選ばれています。恒例の
「さくらまつり」（今年は４月１４日日まで）は、
花見を楽しむ観光客などでにぎわいます。
　期間中は、園内を照明で 灯 す（日没～22時）

とも

ほか、シダレザクラやアスレチック内のソメ
イヨシノのライトアップも行われる予定です。
　詳細は、下記までお問い合わせください。
＜アクセス＞まめバス「北ルート（清水経由）・野田貝
塚」下車徒歩３分、東武野田線「清水公園駅」下車徒
歩１０分＜問合せ＞清水公園管理事務所☎７１２５－３０３０

関東有数の桜の名所

園内にはアスレチックコースやキャンプ場園内にはアスレチックコースやキャンプ場もも
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◆
千
葉
県
書
作
家
連
盟
展
　
４
月
　24

日
鐘
～
　
日
醤
　
時
～
　
時
さ
わ
や

28

10

17

か
ち
ば
県
民
プ
ラ
ザ（
柏
市
）で
。約
　100

点
。
問
岡
田
☎
７
１
３
８
 
３
５
８
０

◆
日
本
画
展
　
４
月
　
日
障
～
　
日

25

30

鍾
９
時
～
　
時
（
最
終
日
は
　
時
ま

17

15

で
）
市
役
所
ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
。
約
　
点
。
問
 上
 
じ
ょ
う

 西
 ☎
７
１
２
２

に
し

50

 
７
５
５
６

◆
春
季
俳
句
大
会
　
４
月
　
日
日
　

28

10

時
か
ら
興
風
会
館
で
。　
時
　
分
ま

11

30

で
に
当
季
雑
詠
２
句
持
参
。
当
日
席

題
１
句
。
参
加
費
千
円
。
当
日
会
場

受
付
。
来
場
で
き
な
い
方
は
４
月
　15

日
鉦
消
印
有
効
で
所
定
用
紙
と
参
加

費
を
〒
　
 
０
０
３
７
野
田
　
松
澤

278

665

☎
　
 
５
５
７
３
 
４
７
６
１
へ

090

－

－

－

－

－

◆
森
の
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
　
４
月
　
日
28

醤
９
時
　
分
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
駐
車
場

30

集
合
。　
時
解
散
。
あ
す
な
ろ
の
里

15

（
茨
城
県
常
総
市
）で
。
小
・
中
学
生

と
親
。
先
着
　
組（
　
人
）。
参
加
費

10

25

一
人
千
円
。
米
、
水
筒
な
ど
持
参
。

申
込
み
は
４
月
５
日
鞘
～
　
日
鞘
に

19

 
野
田
子
ど
も
劇
場
☎
７
１
２
４
 

８
４
１
９
へ

◆
育
児
相
談
日
　
４
月
　
日
鍾
　
時

30

10

　
分
～
　
時
　
分
 
ゆ
う
＆
み
い
チ

30

11

30

ャ
イ
ル
ド
館
で
。
０
歳
～
３
歳
の
子

と
親
。
費
用
　
円
。
先
着
５
組
。
申

50

込
み
は
４
月
５
日
鞘
か
ら
ゆ
う
＆
み

い
☎
７
１
２
４
 
１
３
６
７
へ

◆
ピ
ヨ
ピ
ヨ
親
子
シ
ョ
ー
ト
テ
ニ
ス

教
室
　
５
月
５
日
醤
　
時
　
分
～
正

10

30

－

－

午（
公
財
）吉
田
記
念
テ
ニ
ス
研
修
セ

ン
タ
ー（
柏
市
）で
。３
歳
～
小
学
生
と

保
護
者
。各
回
先
着
　
組（
　
人
）。参

80

160

加
費
一
組
　
円
。申
込
み
は
事
前
に
同

500

セ
ン
タ
ー
☎
７
１
３
４
 
３
０
３
０
へ

◆
勤
労
者
家
族
交
流
「
工
場
見
学
と

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
」　
５
月
　
日
日
９

19

時
　
分
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
も
の
知
り
し

15
ょ
う
ゆ
館
集
合
。
工
場
見
学
後
、
清

水
公
園
へ
各
自
で
移
動
、
交
流
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
実
施
。　
時
解
散
予
定
。

15

先
着
　
人
。
一
般
千
　
円
。
中
学
生

15

500

　
円
。
小
学
生
　
円
。
申
込
み
は
４

800

500

月
８
日
鉦
～
　
日
鞘
に
参
加
費
持
参

19

で
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
労
働
会
館
内
野
田

地
区
労
働
者
福
祉
協
議
会
事
務
局
☎

７
１
２
２
 
３
５
８
９
へ

－

－

相
　
談

◆
野
田
失
語
症
友
の
会
　
４
月
８
日

月
　
時
　
分
～
　
時
　
分
中
央
公
民

13

30

15

30

館
で
。
失
語
症
の
本
人
と
家
族
。
当

日
会
場
受
付
。
問
成
瀬
☎
７
１
２
９

 
１
６
５
５

◆
遺
言
・
相
続
無
料
相
談
会
　
４
月

　
日
鍾
９
時
～
正
午
川
間
公
民
館

16で
。
高
齢
期
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
、
遺

言
、
相
続
、
成
年
後
見
の
相
談
。
先

着
３
人
。
申
込
み
は
４
月
５
日
鞘
～

　
日
鉦
に
 
老
い
じ
た
く
あ
ん
し
ん

15ね
っ
と
☎
７
１
６
９
 
４
１
６
５
へ

会
員
募
集

◆
健
康
体
操
ラ
ム
ー
ヴ
　
毎
週
鞘
　13

－

－

時
　
分
～
　
時
谷
吉
会
館
で
。
音
楽

30

15

に
合
わ
せ
た
簡
単
な
ス
ト
レ
ッ
チ
・
ダ

ン
ス
。　
歳
以
上
の
女
性
。月
２
千
　

45

500

円
。
西
村
☎
７
１
２
７
 
２
３
０
７

◆
歌
の
サ
ー
ク
ル
　
毎
月
第
２
・
４

鐘
９
時
　
分
～
正
午
西
新
田
自
治
会

30

館
で
。
カ
ラ
オ
ケ
を
学
ぶ
。　
歳
以

30

上
。
月
２
千
円
。
清
水
☎
７
１
２
５

 
３
７
５
４

◆
 
日
本
空
手
道
協
会
野
田
 松
 
し
ょ
う

 濤
 館
と
う

　
毎
週
醤
９
時
　
分
～
正
午
七
光
台

30

小
学
校
体
育
館
で
。６
歳
以
上
。月
２

千
円
。加
部
☎
７
１
２
９
 
６
２
７
１

◆
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
ヨ
ガ
　
毎
週
鉦

　
時
～
　
時
　
分
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

19

20

30

会
館（
欅
の
ホ
ー
ル
内
）で
。女
性
。月
３

千
円
。北
田
☎
７
１
２
４
 
３
２
１
３

－

－

－－

匡

◎
市
報
の
だ
に
お
子
さ
ん
の
写
真
を
…「
わ
ん
ぱ
く
登
場
」や
「
わ
が
家

の
天
使
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
。
事
前
に
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
へ

◎
の
だ
っ
こ
ク
イ
ズ
当
選
者
…
３
月
１
日
号
の
正
解
は「
ま
ら
そ
ん
た
い
か
い
」で
し
た
。　
人
の
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
の

５３

結
果
、当
選
者
は
木
村
美
津
子
様
、
佐
藤
喜
久
子
様
、
竹
内
亜
衣
奈
様
、
宮
鍋
栄
子
様
、
山
木
あ
ず
さ
様（
五
十
音
順
）で
す
。

　山﨑 涼  花 ちゃん 
すず か

・山﨑 美  紅 ちゃん 
み く

   （Ｈ１２.１０.３１生・左） （Ｈ１４.４.１２生・右） 
山﨑 颯  太 くん 

そう た

（Ｈ２４.１.１２生・中）

杉崎 遥  人 くん ・ 杉崎
はる と

 奈  々 ちゃん 
な な

（Ｈ２０.３.１４生・左） 　（Ｈ２３.１.５生・右） 
杉崎 莉  子 ちゃん 

り こ

（Ｈ２４.１０.３生・中）

【
問
題
】
マ
ス
目
の
中
に
言
葉
を
埋

め
、二
重
ワ
ク
の
中
の
文
字
を
Ａ
か

ら
Ｇ
の
順
に
並
べ
て
答
え
を
作
っ
て

く
だ
さ
い
。ヒ
ン
ト
＝
安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す（
出
題

＝
秘
書
広
報
課
・
参
考
＝
大
辞
林
）。

【
タ
テ
の
カ
ギ
】①
写
真
の
現
像
所
や
研
究

室
を
英
語
で
略
す
る
と
。②
震
災
を

―

さ
せ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。④
「

―
を
立
て

る
」、「

―
が
そ
ろ
う
」。⑥
初
出
勤
は
緊

張
し
ま
す
。⑧
話
し
手
と

―
。⑨
迷
っ
た

り
、寄
せ
た
り
す
る
の
は
マ
ナ
ー
違
反
。

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】①
ゴ
ル
フ
場
で
フ
ェ
ア
ウ

エ
ー
以
外
の
手
入
れ
を
し
て
い
な
い
草
地
。

③
取
り
合
わ
せ
の
よ
い
も
の
の
例
え
。「

―

に
ウ
グ
イ
ス
」。
⑤
頭
に
か
ぶ
り
ま
す
。

⑦
オ
レ
ン
ジ
や
ユ
ズ
は

―
類
の
果
物
で

す
。
⑩
九
谷
焼
や
伊
万
里
焼
が
有
名
。
⑪

野
田
市
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
は

―
が

終
わ
り
、３
月
　
日
か
ら
稼
働
中
で
す
。

１８

【
応
募
方
法
】は
が
き
に
４
月
　
日
月
必

１５

着
で
、答
え（
ひ
ら
が
な
で
も
カ
タ
カ
ナ

で
も
可
）、郵
便
番
号
、住
所
、氏
名
、年

齢
、電
話
番
号
、市
報
に
対
す
る
ご
意
見

を
明
記
し
、〒
　
―
8
5
5
0
野
田
市
役

２７８

所
秘
書
広
報
課「
の
だ
っ
こ
ク
イ
ズ
」係

ま
で
。正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５
名
様

に「
図
書
カ
ー
ド
」を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

　
正
解
と
当
選
者
は
５
月
１
日
号
で
発

表
し
ま
す
。な
お
、当
選
者
の
方
は
氏
名

を
紙
面
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。



市の鳥市の花

ひばりつつじ

市報のだ　第１１３７号　平成２５年４月１日号／発行＝野田市（〒２７８－８５５０　野田市鶴奉７番地の１・☎◯０４ ７１２５－１１１１）／編集＝企画財政部秘書広報課

　急病センター ☎７１２５－１１８８ ▼内科・小児科＝１９時～２２時（毎日）

▼歯科診療＝９時～１２時（休日）

市の木

けやき

人口と世帯（２５.３.１現在）●人口＝１５６,９２３人（－９８）　男＝７８,８５９人（－７０）　女＝７８,０６４人（－２８）●世帯数＝６３,３６７世帯（－６）　●市の面積＝１０３.５４㎢

※休日当番医は変更することもあります。受診の際にはテレホンガイド（☎７１２４－７２７２：コード６１０１）、または野田市ホームページ
（http://www.city.noda.chiba.jp/kurashi/０４-０１-０１.html）で確認をしてください。

休日当番医での診療時間
外科・産婦人科＝９時～２２時（ただし１６時～１９時は除く）
内科＝９時～１６時（１９時～２２時は急病センターで行います）

産婦人科内　　科外　　科日（曜日）

小張総合病院（☎７１２４－６６６６）梅郷痛みと内科のクリニック（☎７１２６－１９００）西村クリニック（☎７１２３－００５０）７日（日）

アイレディ－スクリニック（☎７１３７－７６６１）江医院（☎７１２４－２８３１）しばやま整形外科（☎７１２０－５３５５）１４日（日）

遠藤産婦人科医院（☎７１２４－７８６０）尾崎台クリニック（☎７１２７－６６７７）小張総合病院（☎７１２４－６６６６）２１日（日）

杉崎クリニック（☎７１２５－１０７０）野田病院（☎７１２７－３２００）野田中央病院（☎７１２２－６１６１）２８日（日）

川間太田産婦人科医院（☎７１２７－１１３５）桜台診療所（☎７１２６－２９２９）東葛クリニック野田（☎７１２４－３１０１）２９日（月）

失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失

■金乗院の案内図 　
桜
の
名
所
で
あ
る
清
水
公
園

の
奥
で
静
か
な
 佇
 ま
い
を
み
せ

た
た
ず

る
金
乗
院
に
は
、
安
政
６
（
１

８
５
９
）
年
に
奉
納
さ
れ
た

「
 算
  額
 」が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ん
 が
く

　
「
算
額
」
は
、
数
学
の
問
題

と
解
答
を
絵
馬
に
仕
立
て
た
も

の
で
、
県
内
で
は
　
枚
、
野
田

26

市
で
は
金
乗
院
の
１
枚
の
み
が

知
ら
れ
て
い
て
、
昭
和
　
（
１

44

９
６
９
）
年
に
市
指
定
民
俗
文

化
財
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
算
額
」
に
名
前
の
あ
る
高

橋
 左
 
さ

 内
 は
、

な
い

 後
 
あ
と

 貝
  塚
 村
（
現
船

か
い
 づ
か

橋
市
）の
和
算（
日
本
古
来
の
数

学
）家
で
す
。
高
橋
は
、 関
  孝
  和
 

せ
き
 た
か
 か
ず

の
関
流
と
激
し
い
論
争
を
繰
り

広
げ
た
会
田
 算
  左
  衛
  門
  安
  明
 が

さ
ん
 
ざ
 
え
 
も
ん
 や
す
 あ
き

創
始
し
た
 最
 
さ
い

 上
 流
の
和
算
を

じ
ょ
う

学
び
、
江
戸
に
上
っ
て
算
術

師
範
と
な
り
ま
し
た
。

　
金
乗
院
の「
算
額
」は
、
高

橋
の
門
人
で
あ
る
後
藤
兵
庫

の
門
派
で
あ
っ
た
清
水
村
の

渡
辺
 元
  五
  郎
 他
６
人
で
奉
納

も
と
 
ご
 
ろ
う

さ
れ
て
い
ま
す
。

６
毛
）。
②
方
（
正
方
形
）
の
内

に
図
の
よ
う
な
 鉤
  股
  弦
 （
直
角

こ
う
 
こ
 
げ
ん

三
角
形
）
と
大
・
中
・
小
の
半

円
を
容
れ
る
。
中
円
の
径
が
　11

寸
、小
円
の
径
が
３
寸
の
と
き
、

大
円
の
径
を
答
え
な
さ
い
（
解

答
＝
　
寸
３
分
６
厘
９
毛
余
）。

12

③
大
円
の
内
に
図
の
よ
う
に
線

を
隔
て
て
甲
乙
丙
の
３
円
を
容

れ
る
。
甲
円
の
径
は
　
寸
、
乙

12

円
の
径
は
　
寸
、
丙
円
の
径
は

10

６
寸
。
大
円
の
径
を
答
え
な
さ

い
（
解
答
＝
　
寸
）。

24

【
参
考
文
献
】
奈
幡
栄
一
「
野

田
市
と
和
算
」
野
田
地
方
史
懇

話
会
編
『
野
田
市
の
 筆
  子
  塔
 』

ふ
で
 
こ
 
と
う

２
０
０
５

※
金
乗
院
の
「
算
額
」
は
複
製
を

見
学
で
き
ま
す

　
子
孫
の
話
で
は
、
渡
辺
元
五

郎
は
自
宅
な
ど
数
か
所
で
算
盤

を
教
え
て
い
ま
し
た
。
成
田
山

に
も
「
算
額
」
を
奉
納
し
た
そ

う
で
す
。

　
金
乗
院
の
「
算
額
」
に
は
、

三
角
形
、
正
方
形
、
円
の
中
に
、

さ
ら
に
図
形
を
内
接
さ
せ
た
図

入
り
の
問
題
が
彼
ら
が
導
き
出

し
た
解
答
と
と
も
に
載
っ
て
い

ま
す
。

①
圭
（
二
等
辺
三
角
形
）

の
内
に
図
の
よ
う
に
菱
形

と
大
小
４
つ
の
円
を
容
れ

る
。
菱
形
の
面
積
が
　
寸
26

５
分
２
厘
、
小
円
の
径
が

８
寸
８
分
４
厘
の
と
き
、

大
円
の
径
を
答
え
な
さ
い

（
解
答
＝
　
寸
１
分
３
厘

17

（２０）

縦６０センチメートル、横９３センチメートルの杉の板に問題と解答が

市
指
定
民
俗
文
化

　
市
指
定
民
俗
文
化
財財

　
　
 算算
  額額

▼「
い
つ
や
る
か
。今
で
し
ょ

う
」と
い
う
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
が

流
行
っ
て
る
そ
う
で
す
。
迷

っ
た
ら
ま
ず
行
動
と
い
う
考

え
は
、前
向
き
で
好
感
が
持
て

ま
す
▼
３
月
中
旬
か
ら
暖
か

な
日
が
続
き
、桜
の
花
も「
今

で
し
ょ
う
」と
ば
か
り
に
早
々

と
咲
き
だ
し
ま
し
た
▼
清
水

公
園
の「
さ
く
ら
ま
つ
り
」が

始
ま
り
、　
日
に
は
、こ
れ
ま

14

で
秋
に
行
わ
れ
て
い
た「
関
宿

城
ま
つ
り
」
も
開
催
さ
れ
ま

す
▼
さ
ら
に
清
水
公
園
で
は

「
つ
つ
じ
ま
つ
り
」や「
み
ど
り

の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
フ
ェ
ス

タ
」と
、春
を
満
喫
す
る
イ
ベ

ン
ト
が
目
白
押
し
で
す
▼
ど

れ
に
行
こ
う
か
と
迷
っ
た
ら
、

「
全
部
で
し
ょ
う
」　
　（
あ
）
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